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明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹

三
六

（
五
六
六
）

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
V
に
お
け
ろ
戸
主
権
（
三
・
完
）

そ
の
生
成
と
性
格
1

手

塚

豊

一
　
は
し
が
蓉

二
　
奮
民
法
典
編
纂
過
程
に
お
け
る
戸
主
椹

　
一
　
第
一
草
案
の
田
晒
立
と
輔
戸
主
椹

　
二
　
第
一
草
案
の
修
正
と
再
調
査
案
に
お
け
ろ
戸
主
灌
：
：
：
本
誌
第
二
十
六
巻
第
十
號

　
三
再
調
査
案
の
修
正
と
元
老
院
提
出
案
に
お
け
る
戸
主
槽

　
四
　
元
老
院
に
お
け
ろ
審
議
と
修
正
：
…
…
…
　
　
　
　
　
本
雛
第
二
十
七
巻
第
六
號

三
弗
告
民
法
に
お
け
る
戸
主
灌
丁
・
：
・
：
　
　

・
：
：
・
以
下
本
號

　
　
　
ー
明
治
毘
法
と
野
比
し
て
i

四
　
む
す
び

三

　
前
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、

歩
的
構
想
が
逐
次
後
退
し
、

奮
民
法
に
お
け
る
戸
主
権

　
　
　
f
明
治
民
法
と
封
比
し
て
ー

奮
民
法
人
事
編
第
一
草
案
が
、
再
調
査
案
、
元
老
院
提
出
案
を
経
て
蕎
民
法
に
獲
展
し
た
経
過
は
、
第
一
草
案
の
進

「
家
族
制
度
」
的
要
素
が
固
定
、
充
實
し
て
い
つ
た
過
程
で
あ
つ
た
。
殊
に
最
後
の
審
議
が
行
わ
れ
た
元
老
院
に
お



い
て
は
、
「
慣
習
に
な
い
こ
と
」
（
龍
響
職
V
、
「
美
風
を
撃
享
る
こ
と
」
（
騙
談
饗
姦
底
的
編
除
す
る
と
い
金
場
か
ら
、
思
い

切
つ
た
大
修
正
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
公
布
さ
れ
た
奮
民
法
入
事
編
を
第
一
草
案
の
そ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
全
く
立
法
精
榊
を
異
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

法
典
が
出
現
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
從
來
、
奮
民
法
人
事
編
の
性
格
に
關
し
て
は
、
そ
れ
を
明
治
民
法
親
族
編
と
比
較
し
て
、
「
よ
り

進
歩
的
」
と
規
定
す
る
立
場
と
、
同
じ
よ
う
に
「
牛
封
建
的
」
と
考
え
る
見
解
が
封
立
し
て
い
る
。
前
者
の
読
は
、
李
野
義
太
郎
氏
、
王
城
肇
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

星
野
通
榑
士
等
を
は
じ
め
多
く
の
學
者
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
關
す
る
「
通
読
」
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
中
田
薫
博

士
は
、
本
稿
の
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戸
主
椹
は
「
封
建
制
の
残
津
で
は
な
い
」
と
い
う
異
色
あ
る
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
奮
民

法
に
は
戸
主
椹
が
存
在
せ
ず
、
明
治
民
法
に
は
じ
め
て
出
現
し
た
と
読
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
ば
、
戸
主
権
を
中
心
と
す
る
爾
法
典
の
比
較
に

關
す
る
限
り
、
博
士
の
論
が
期
せ
ず
し
て
「
通
読
」
と
共
通
黙
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
後
者
の
論
は
、
我
妻
榮
教
授
、
中
川
善
之
助
教
授
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
で
に
述
べ
て
お
ら
れ
た
が
、
最
近
、
中
村
菊
男
教
授
に
よ
つ
て
詳
細
に
且
つ
強
く
主
張
さ
れ
、
星
野
博
士
と
の
間
に
数
同
に
わ
た
る
論
雫
が
行

　
　
　
　
（
4
）

わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
私
も
、
星
野
博
士
の
「
民
法
典
論
孚
史
」
　
（
昭
和
二
＋
四
年
版
）
を
本
誌
に
紹
介
し
た
際
、
奮
民
法
人
事
編
を
「
明
治
民
法

に
封
比
し
て
勝
る
と
も
劣
ら
ざ
る
牛
封
建
的
民
法
で
あ
つ
た
」
と
規
定
し
、
甚
だ
簡
輩
で
は
あ
つ
た
が
、
星
野
博
士
の
所
論
を
反
駁
し
た
こ
と
が

　
（
5
）

あ
る
。
爾
法
典
の
性
格
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
は
、
明
治
法
典
孚
議
の
本
質
を
究
明
す
る
際
、
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
で
も
あ
る
の
で
、
な
お
今

後
多
く
の
検
討
が
な
さ
る
べ
き
明
治
法
制
史
の
重
要
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
問
題
の
全
般
的
に
亙
る
私
見
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
他

の
機
會
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
主
題
の
範
園
内
に
お
い
て
、
そ
の
間
題
を
究
明
し
た
い
。
す
な
わ
ち
「
家
族
制
度
」
の
中
核
を
な
す
戸
主

響
そ
の
鍵
の
墾
森
り
諄
、
雲
典
の
隻
の
内
容
、
性
質
を
比
韓
嚢
し
た
い
患
う
の
墓
る
（
畿
礁
礎
継
騰
剛
庵
羅

黎
勧
）
．

（
一
）
　
戸
主
と
家
族
の
關
係

　
明
治
民
法
第
七
百
三
十
二
條
第
一
項
　
戸
主
ノ
親
族
ニ
シ
テ
其
家
二
在
ル
者
及
ヒ
其
配
偶
者
ハ
之
ヲ
家
族
ト
ス

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
五
六
七
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
五
六
八
）

　
奮
民
法
第
二
百
四
十
三
條
第
｝
項
　
戸
主
ト
ハ
一
家
ノ
長
ヲ
謂
ヒ
家
族
ト
ハ
戸
主
ノ
配
偶
者
及
ヒ
其
家
二
在
ル
親
族
、
姻
族
ヲ
謂
フ

戸
主
と
家
族
の
關
係
を
規
定
し
た
あ
で
、
窪
典
共
に
「
戸
麦
ヒ
家
族
」
の
章
の
（
翻
羅
購
灘
鞭
議
）
暴
隻
墓
る
．
明
治

民
法
は
親
族
と
い
う
誉
口
葉
を
六
親
等
内
の
血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
の
絡
稽
に
用
い
て
い
る
に
反
し
（
砒
陀
）
、
奮
民
法
で
は
、
配
偶
者

を
親
族
の
概
念
答
喜
ず
、
ま
た
親
族
は
「
血
族
」
だ
け
憲
巷
（
奪
、
農
と
姻
族
差
馨
す
る
言
萎
使
用
し
な
い
の
で
、
雲

典
の
條
文
に
、
用
語
上
の
形
式
的
相
違
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
實
質
的
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
民
法
の
立
法
理
由
を

書
い
た
「
墨
穆
正
案
理
由
琶
に
は
「
本
條
（
陶
叢
灘
）
ハ
專
ラ
罎
脅
ル
モ
ノ
書
ア
人
嘉
第
言
四
＋
三
塗
項
尖
差
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
（
8
）

シ
」
と
あ
り
、
我
妻
教
授
、
中
村
教
授
等
も
、
同
様
に
實
質
的
に
は
相
違
が
な
い
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
「
通
読
」
は
爾
者
の
間
に
大
き
な

相
違
を
み
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
玉
城
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
人
事
編
に
在
つ
て
は
、
戸
主
の
配
偶
者
が
主
な
る
家
族
員
の
位
置
に
置
か
れ
、
そ
の
他
の
親
族
及
び
姻
族
は
、
副
次
的
な
位
置
に
置
か
れ
て

ゐ
る
．
…
こ
れ
農
し
て
現
行
異
（
鵬
叢
警
規
箏
見
建
、
戸
主
の
配
偶
者
の
こ
と
を
ぢ
立
て
て
云
箏
、
從
つ
て
呈
の
配
偶

　
者
は
他
の
親
族
に
比
し
て
特
に
主
要
な
家
族
構
成
員
と
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
…
…
人
事
編
に
在
つ
て
は
、
戸
主
と
そ
の

　
配
偶
者
と
が
、
一
家
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
る
と
云
ふ
軍
一
家
族
的
観
念
が
比
較
に
な
ら
ぬ
程
主
要
な
内
容
を
占
め
て
居
り
、
そ
の
他
の
親
族

　
及
び
姻
族
を
家
族
の
う
ち
に
包
含
せ
し
め
た
の
は
、
軍
に
「
奮
慣
」
に
追
随
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
に
反
し
て
、
現
行
民
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
で
は
、
そ
の
や
う
な
輩
一
家
族
的
観
念
の
要
素
は
、
全
く
抹
殺
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
星
野
博
士
の
所
論
も
同
趣
旨
で
あ
り
、
さ
ら
に
青
山
道
夫
教
授
も
こ
の
論
を
支
持
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
醤
民
法
第
二
四
三
條
の
成
立
の
経
過
を
考
え
る
と
、
ま
ず
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
前
に
も
掲
げ
た
よ
う
に
「
猫
立
シ
テ
一
家
ヲ
成
ス
者
ヲ
戸

主
ト
ナ
シ
其
家
内
二
在
ル
親
族
ヲ
家
族
ト
爲
ス
、
戸
主
及
ヒ
家
族
ノ
婦
ハ
其
戸
主
ノ
家
族
ト
爲
ス
」
（
｛
、
憾
）
と
あ
つ
た
。
こ
の
草
案
で
は
明
治
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

法
と
同
じ
く
「
親
族
」
は
血
族
及
ぴ
姻
族
を
含
む
の
で
、
特
に
爾
者
を
分
け
て
規
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
明
治
民
法
と
は
異
な
り
、
配
偶
者
を
親



族
と
し
て
い
な
い
の
で
、
第
二
項
の
必
要
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
戸
主
及
ヒ
家
族
ノ
帰
」
と
い
う
と
、
　
「
家
族
ノ
嬬
」
は
全
て
戸
主

の
親
族
（
鵬
監
藩
藪
鞭
調
響
華
墓
兎
め
、
そ
の
部
分
は
笙
項
の
「
蓑
内
・
奮
濃
」
と
覆
す
る
・
」
と
髪
る
．
第
葦

案
を
全
國
の
府
縣
知
事
、
司
警
籠
書
、
意
見
姦
し
た
際
（
灘
蘇
葱
欝
）
、
浦
和
始
嚢
解
製
小
川
鐵
吉
の
答
建
「
第
二
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

戸
主
及
ヒ
家
族
ノ
婦
ハ
其
戸
主
ノ
家
族
ト
爲
ス
、
本
項
ハ
第
一
項
ト
異
別
ナ
ケ
レ
ハ
創
ル
ヲ
可
ト
ス
」
と
あ
る
が
、
　
「
戸
主
ノ
婦
」
ま
で
親
族
と

誤
解
し
た
黙
は
別
と
し
て
、
「
家
族
ノ
婦
」
の
文
句
が
「
第
一
項
ト
異
別
ナ
」
し
と
指
摘
し
た
の
は
正
し
い
。
第
一
草
案
の
審
議
の
過
程
に
お
い

て
作
成
さ
れ
た
別
案
に
「
翌
シ
テ
蒙
議
暑
葺
主
ト
謂
箕
嚢
ヒ
家
内
差
義
族
豪
塗
謂
フ
」
（
響
「
翌
シ
テ
豪
義

暑
ヲ
呈
ト
爲
ス
、
呈
ノ
配
偶
護
ヒ
蓑
・
在
窺
警
談
ト
爲
ス
盃
×
勢
義
鵜
藻
謀
艶
躰
）
と
修
晋
れ
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
第
一
草
案
の
重
複
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
草
案
第
三
九
二
條
第
二
項
か
ら
「
家
族
ノ
婦
」
だ
け
を
創
つ
て
「
戸
主
ノ
婦
ハ

其
戸
主
ノ
家
族
ト
爲
ス
」
と
い
う
形
の
第
二
項
と
せ
ず
、
「
戸
主
ノ
婦
」
を
第
一
項
に
織
り
込
み
、
特
に
「
其
家
二
在
ル
親
族
」
の
前
に
お
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銅
）

の
は
、
軍
に
技
術
的
の
操
作
で
あ
つ
て
、
　
「
戸
主
ノ
婦
」
を
格
別
に
重
硯
し
、
戸
主
及
び
配
偶
者
を
中
心
と
す
る
「
軍
一
家
族
的
観
念
」
を
張
調

す
る
よ
う
な
深
い
意
味
が
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
前
掲
別
案
そ
の
も
の
は
、
第
一
草
案
の
「
戸
主
ト
家
族
」
の
章
に
「
家

族
制
度
」
的
要
素
を
注
入
せ
ん
と
し
た
最
初
の
試
案
で
あ
リ
ヘ
そ
の
中
心
を
成
す
「
家
」
の
構
成
の
黙
だ
け
が
、
第
】
草
案
よ
り
も
前
進
す
る
こ

と
は
、
到
底
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
別
案
を
集
成
し
て
成
稿
し
た
再
調
査
案
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
字
句
が
修
正
さ
れ
「
戸
主
ト
ハ
一
家
ノ

長
ヲ
謂
ヒ
家
族
ト
ハ
戸
主
ノ
配
偶
者
及
ヒ
其
家
二
在
ル
親
族
ヲ
謂
フ
」
（
健
噸
虻
）
と
改
め
ら
れ
た
。
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
「
】
家
ノ
長
」
の

字
句
は
こ
こ
に
初
め
て
出
現
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
呼
稔
に
相
鷹
ず
る
か
の
如
く
種
々
の
戸
主
権
も
、
再
調
査
案
に
は
じ
め
て
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
再
調
嚢
篠
畜
、
そ
の
ま
ま
、
元
老
院
欝
甕
ひ
遠
が
れ
た
が
（
態
、
麓
法
霞
、
「
親
族
」
の
一
　
、
葉
を
血
族
だ
け
緩

用
す
る
こ
と
畿
め
ら
れ
叡
ぞ
九
）
、
叢
專
の
萎
鰻
ら
れ
た
「
親
族
」
を
「
親
聡
袈
」
に
翁
し
、
鶉
隻
髪
つ
砦

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
の
経
過
か
ら
考
察
す
る
と
、
奮
民
法
第
二
四
三
條
第
一
項
は
、
「
通
論
」
の
論
く
よ
う
に
「
戸
主
と
配
偶
者
中
心
」

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
五
六
九
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
　
　
　
（
五
七
〇
）

の
「
輩
一
家
族
」
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
民
法
と
同
趣
旨
の
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
星
野
博
士
は
「
人
事
編
二
四
三
條
…
…

と
三
一
年
民
法
典
七
三
二
條
…
…
を
素
直
に
比
讃
す
る
と
き
、
當
然
醤
法
典
に
お
い
て
は
戸
主
の
配
偶
者
が
家
族
構
成
の
メ
ζ
ハ
ー
と
し
て
重
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

さ
れ
て
い
る
と
言
ふ
結
論
が
で
て
來
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
る
。
「
奮
民
法
の
進
歩
性
」
と
い
う
色
眼
鏡
を
か
け
て
讃
め
ば
そ
う
で
あ
る

が
、
爾
法
典
を
「
素
直
に
比
護
」
す
れ
ば
、
　
「
一
家
ノ
長
」
と
い
う
言
葉
を
特
別
に
入
れ
て
い
る
奮
民
法
こ
そ
、
戸
主
の
地
位
を
明
治
民
法
よ
り

も
強
く
表
現
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
　
入
夫
婚
姻
の
場
合
の
女
戸
主

　
明
治
民
法
第
七
百
三
十
六
條
　
女
戸
主
力
入
夫
婚
姻
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
入
夫
ハ
其
家
ノ
戸
主
ト
爲
ル
　
但
當
事
者
力
婚
姻
ノ
當
時
反
封
ノ
意

　
　
思
ヲ
表
示
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
非
ス

　
奮
民
法
第
二
百
五
十
八
條
　
入
夫
婚
姻
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
婚
姻
中
入
夫
ハ
戸
主
ヲ
代
表
シ
テ
其
椹
ヲ
行
フ

　
女
戸
主
が
「
入
夫
婚
姻
」
を
し
た
場
合
、
從
前
通
り
戸
主
の
地
位
を
保
つ
か
、
ま
た
は
入
夫
が
戸
主
と
な
る
か
の
問
題
は
、
戸
主
の
地
位
を
原

則
と
し
て
男
に
す
る
か
ど
う
か
、
い
い
か
え
る
と
父
椹
的
家
族
制
度
を
構
想
し
た
か
否
か
を
知
る
里
標
で
あ
る
。
「
通
読
」
の
立
場
、
例
え
ば
玉

城
氏
に
よ
る
と
、
明
治
民
法
は
、
原
則
と
し
て
入
夫
を
戸
主
と
し
、
例
外
的
に
女
戸
主
を
み
と
め
る
に
反
し
、
薦
民
法
は
原
則
と
し
て
女
戸
主
を

存
績
し
、
入
夫
は
そ
の
椹
利
の
代
行
者
に
す
ぎ
な
い
か
ら
「
明
治
民
法
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
案
に
比
し
て
、
男
子
中
心
の
戸
主
樺
を
強
化
し
た
こ
と

　
　
　
　
（
1
7
）

は
孚
え
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

麓
法
の
場
食
第
壼
簿
「
婚
姻
ノ
襲
中
茸
ハ
夫
ヲ
以
テ
呈
ト
婁
」
（
歳
V
も
の
と
し
、
例
外
は
切
麿
め
ず
「
本
邦
・
於
姜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

戸
主
タ
ル
者
夫
ヲ
迎
ヘ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
夫
二
戸
主
ヲ
譲
ル
ノ
例
」
を
「
襲
用
」
し
た
も
の
と
し
て
い
た
が
、
再
調
査
案
に
お
い
て
は
「
婚
姻
ノ
繧

績
中
入
夫
ハ
呈
ヲ
袋
シ
テ
藩
ヲ
行
．
ぎ
墜
と
改
め
皇
元
老
院
欝
護
そ
の
ま
楽
あ
つ
艶
（
莚
、
麓
法
違
「
難
」

の
文
字
が
削
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
草
案
で
も
「
男
子
戸
主
」
の
原
則
を
守
つ
た
の
に
、
何
故
、
再
調
査
案
に
お
い
て
修
正
を
加
え
た
の
か
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
班
）

尾
崎
三
良
が
、
そ
れ
に
封
し
て
提
出
し
た
「
意
見
書
」
に
は
、
立
法
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
抑
モ
妻
ヲ
以
テ
家
長
ト
爲
シ
夫
ヲ
以
テ
家
族
ト
爲
ス
コ
ト
ハ
頗
ル
倫
理
二
悼
リ
随
テ
祉
交
上
種
々
顛
倒
ノ
奇
観
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
。
我
邦
古

　
來
ノ
風
俗
習
慣
ニ
モ
反
シ
西
洋
諸
國
ノ
法
制
ニ
モ
ア
ラ
ス
。
思
フ
ニ
此
案
ヲ
新
設
セ
シ
モ
ノ
ハ
從
來
我
國
ノ
風
俗
ニ
テ
婿
養
子
力
家
督
相
績
ヲ

　
爲
シ
テ
戸
主
ト
爲
リ
タ
ル
後
戸
主
ノ
分
椹
ヲ
以
テ
其
家
産
ヲ
蕩
審
シ
其
家
ノ
婦
ヲ
シ
テ
却
テ
困
難
セ
シ
ム
ル
ノ
情
實
ヲ
見
テ
之
ヲ
救
正
セ
ン
ト

　
ス
ル
ノ
微
意
ナ
ル
ヘ
シ
余
モ
亦
同
感
ナ
リ
。
故
二
若
シ
他
二
之
ヲ
救
正
ス
ル
ノ
方
法
ナ
ク
ン
ハ
同
意
ス
ヘ
シ
ト
錐
モ
民
法
制
定
ノ
上
ハ
婦
ノ
特

　
有
財
産
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
方
法
ア
リ
以
テ
婿
養
子
ノ
放
蕩
ヨ
リ
生
ス
ル
弊
害
ヲ
防
ク
ヘ
シ
。
若
シ
此
法
ニ
シ
テ
侍
ム
ニ
足
ラ
ス
ト
セ
ハ
女
戸
主
ノ

　
制
モ
亦
同
シ
ク
侍
ム
ニ
足
ヲ
サ
ル
ナ
リ
故
二
寧
・
斯
ノ
如
キ
新
奇
ナ
ル
法
律
ヲ
設
ケ
ス
シ
テ
可
ナ
リ

　
入
夫
を
「
婿
養
子
」
に
類
推
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
律
取
調
委
員
會
に
お
い
て
は
、
比
較
的
進
歩
派
に
属
し
た
尾
崎
で
も
、
女
戸
主

を
「
奇
観
」
と
し
て
斥
け
て
い
る
黙
は
別
と
し
て
、
そ
の
立
法
理
由
が
「
家
ノ
婦
」
を
入
夫
の
「
放
蕩
」
か
ら
守
る
た
め
で
あ
り
、
い
い
か
え
る

と
他
家
か
ら
來
た
入
夫
に
よ
つ
て
家
産
が
「
蕩
墨
」
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
趣
旨
で
あ
つ
て
、
女
戸
主
を
み
と
め
女
性
一
般
の
向
上
を
目
ざ
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
見
す
る
と
男
女
李
等
思
想
に
も
と
づ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
奮
民
法
の
規
定
に
も
、
實
は
「
家
」
と

そ
の
家
産
を
重
ん
ず
る
愚
が
な
が
れ
て
い
た
の
虜
鱒
財
叢
得
編
簑
い
て
「
入
寄
呈
タ
薦
ノ
財
産
ヲ
纂
」
す
る
（
鯉
騒
パ

羅
謙
）
こ
き
雇
麿
め
て
は
い
る
が
、
「
入
夫
ハ
呈
タ
薦
垂
諾
ヲ
得
ル
菲
サ
レ
ハ
婚
姻
中
ノ
所
得
ヲ
謎
麦
ハ
之
ヲ
篠
。
．
供

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
（
㈱
花
如
）
「
管
理
ノ
失
當
二
因
リ
」
「
入
夫
力
」
「
戸
主
タ
ル
婦
ノ
財
産
ヲ
危
瞼
二
置
ク
ト
キ
ハ
」
「
戸
主
タ
ル
婦
ハ
自
ラ
其
財

産
唇
理
セ
ン
ト
葉
ス
告
ト
ヲ
得
」
（
謬
）
等
の
規
定
護
け
た
の
は
、
そ
れ
が
た
め
墓
つ
た
．
こ
の
よ
乏
畜
主
の
存
禦
護
の

擁
護
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
外
の
黙
に
お
い
て
は
、
女
戸
主
に
何
等
の
椹
利
も
留
保
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
第
二
五
八
條
の

規
定
は
、
そ
う
し
た
思
想
の
表
わ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
　
「
戸
主
ヲ
代
表
シ
テ
其
椹
ヲ
行
フ
」
と
い
う
の
は
、
「
入
夫
」
が
「
一
家
ヲ
代
表
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

叉
ハ
戸
主
ノ
爲
ス
ヘ
キ
椹
利
ヲ
行
フ
」
こ
と
で
あ
り
、
い
い
か
え
る
と
、
戸
主
椹
の
行
使
は
全
面
的
に
女
戸
主
か
ら
入
夫
へ
肩
代
り
さ
れ
て
い
る

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
五
七
一
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
薔
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
五
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
困
）

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
、
い
か
な
る
場
合
に
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
例
外
は
あ
り
え
ず
、
女
戸
主
は
「
只
表
面
帥
戸
籍
面
ノ
、
、
、
」
の
存
在
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
明
治
民
法
の
規
定
は
、
法
典
調
査
會
に
お
い
て
、
入
夫
を
例
外
な
く
戸
主
に
す
べ
し
と
す
る
詮
と
（
舗
諒
〉
、
そ
れ
と
反
封
に
女
戸
主
を
原
則
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

す
る
策
議
V
と
欝
立
し
た
賛
、
雲
の
霧
乞
星
れ
た
あ
虜
り
、
「
入
夫
呈
」
巌
則
与
る
も
、
但
書
で
例
外
を
み
と
め
て

い
る
か
ら
、
女
戸
主
が
そ
の
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
成
立
の
経
過
か
ら
爾
法
典
を
比
較
す
れ
ば
、
玉
城
読
の
よ
う
に
、
奮
民
法
は
「
男
女
卒
等
思
想
に
基
く
」
も
の
で
あ
り
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
）

治
民
法
は
「
父
椹
的
家
族
制
度
確
立
ノ
観
貼
二
」
立
つ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
か
ろ
う
。
薔
民
法
が
も
し
も
男
女
手
等
の
思
想
に
基
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

女
戸
主
の
地
位
を
存
績
し
た
も
の
な
ら
ば
、
戸
主
椹
も
何
等
か
の
形
で
女
戸
主
に
留
保
し
た
筈
で
あ
る
。
私
は
、
爾
法
典
共
に
「
父
椹
的
家
族
制

度
」
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
立
つ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
張
い
て
爾
者
の
相
違
を
も
と
め
る
な
ら
ば
、
家
産
保
持
以
外
の
黙
で
は
名
目
ば
か
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

女
戸
主
を
み
と
め
た
奮
民
法
よ
り
も
、
從
來
の
慣
習
に
反
し
、
名
實
共
に
戸
主
た
り
う
る
例
外
を
、
入
夫
を
迎
え
た
女
性
に
も
み
と
め
る
明
治
民

　
　
　
（
2
9
）

法
の
方
が
、
男
女
雫
等
思
想
に
一
歩
ふ
み
切
つ
た
も
の
と
理
解
し
た
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
戸
主
の
家
族
に
封
す
る
扶
養
義
務

　
明
治
民
法
第
七
百
四
十
七
條
　
戸
主
ハ
其
家
族
二
封
シ
テ
扶
養
ノ
義
務
ヲ
負
フ

　
　
註
　
第
九
百
五
十
五
條
第
一
項
　
扶
養
ノ
義
務
ヲ
負
フ
者
歎
人
ア
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
義
務
ヲ
履
行
ス
ヘ
キ
者
ノ
順
序
左
ノ
如
シ

　
　
　
第
一
　
配
偶
者

　
　
　
第
二
　
直
系
卑
馬

　
　
　
第
三
　
直
系
算
矯

　
　
　
第
四
　
戸
主

　
　
　
第
五
　
前
條
第
二
項
二
掲
ケ
タ
ル
者
（
手
塚
註
、
夫
婦
ノ
一
方
ト
他
ノ
一
方
ノ
直
系
尊
馬
ニ
シ
テ
其
家
二
在
ル
者
）



　
　
第
六
　
兄
弟
姉
妹

奮
民
法
第
二
百
四
十
四
條
　
戸
主
ハ
家
族
二
封
シ
テ
養
育
及
ヒ
普
通
教
育
ノ
費
用
ヲ
負
措
ス
　
但
家
族
力
自
ラ
其
費
用
ヲ
　
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

　
ト
キ
叉
ハ
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
他
所
二
在
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

　
註
　
第
二
十
六
條
　
直
系
ノ
親
族
ハ
相
互
二
養
料
ヲ
給
ス
ル
義
務
ヲ
負
捲
ス

　
　
嫡
母
、
維
父
叉
は
維
母
ト
其
配
偶
者
ノ
子
ト
ノ
聞
及
ヒ
婦
又
ハ
入
夫
ト
夫
家
又
ハ
婦
家
ノ
奪
周
親
ト
ノ
周
モ
亦
同
シ

　
　
　
第
二
十
七
條
　
兄
弟
姉
妹
ノ
間
ニ
ハ
疾
病
其
他
本
人
ノ
責
二
蹄
セ
サ
ル
事
故
二
因
リ
テ
自
ラ
生
活
ス
ル
能
ハ
サ
ル
場
合
二
限
リ
相
互
二
養
料
ヲ
給
ス
ル
義

　
　
務
ア
リ

　
　
　
第
二
十
八
條
　
養
料
ノ
義
務
ヲ
負
澹
ス
可
キ
者
ノ
順
位
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
第
一
　
第
二
十
六
條
二
椙
｝
ケ
タ
ル
者

　
　
第
二
　
兄
弟
姉
妹

　
　
直
系
ノ
親
族
ノ
間
ハ
其
親
等
ノ
最
モ
近
キ
者
養
料
ノ
義
務
ヲ
負
推
ス

　
　
　
第
二
十
九
條
　
養
料
ハ
之
ヲ
受
ク
可
キ
者
ノ
必
需
ト
之
ヲ
給
ス
可
キ
者
ノ
資
産
ト
ニ
朦
シ
テ
其
額
ヲ
定
ム

　
　
　
第
八
十
四
條
　
離
婚
ノ
訴
訟
甑
婦
ハ
原
告
又
ハ
被
告
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
裁
判
所
ノ
許
可
ヲ
得
テ
佳
家
ヲ
去
ル
コ
ト
ヲ
得
此
揚
合
二
於
テ
ハ
自
己
ノ
衣
服
其
他

　
　
ノ
目
用
物
品
ヲ
持
去
リ
且
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
養
料
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
裁
判
所
ハ
夫
ノ
意
見
ヲ
賠
キ
テ
婦
ノ
移
居
ス
可
キ
家
屋
ヲ
指
示
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
若
シ
婦
力
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
家
屋
ヲ
去
ル
ト
キ
ハ
夫
ハ
養
料
ヲ
拒

　
　
ム
コ
ト
ヲ
得

　
家
督
相
績
制
度
の
下
で
は
、
戸
主
に
家
族
扶
養
の
義
務
を
生
ず
る
こ
と
は
當
然
で
あ
つ
て
、
雨
法
典
共
に
そ
れ
を
規
定
す
る
所
以
で
あ
る
。
奮

民
法
の
規
定
よ
り
も
、
明
治
民
法
の
方
が
簡
素
に
な
つ
た
理
由
は
、
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
に
よ
る
と
「
扶
養
ノ
義
務
ノ
教
育
マ
テ
ヲ
モ
包
含

ス
ル
コ
ト
及
ヒ
扶
養
椹
利
者
力
自
ラ
生
活
及
ヒ
教
育
ノ
費
用
ヲ
支
　
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
ノ
ミ
扶
養
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
扶
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

ノ
霧
ノ
章
（
籔
莚
・
幹
窺
宿
、
ま
た
「
但
書
護
ノ
規
定
ハ
型
テ
之
ヲ
裂
（
備
）
ト
爲
多
ル
」
た
め
墓
る
．
そ
し
て
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

主
の
扶
養
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
。
玉
城
氏
も
「
爾
者
の
實
質
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い

　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
五
七
三
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
穫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
五
七
四
）

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
戸
主
の
扶
養
義
務
の
内
容
が
、
爾
法
典
共
に
同
じ
で
あ
つ
た
こ
と
は
問
題
な
い
と
す
る
も
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
は
、
戸
主
が
い

か
な
る
順
位
の
扶
養
義
務
者
で
あ
つ
た
か
の
鮎
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
順
位
は
戸
主
の
地
位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
を
示
す
バ
・
メ

ー
タ
ー
だ
か
ら
で
あ
る
。
明
治
民
法
の
場
合
は
、
第
九
五
五
條
に
よ
り
戸
主
を
第
四
順
位
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
明
瞭
で
あ
る
が
、
奮
民
法
に
は

そ
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
の
黙
を
考
察
し
て
み
た
い
。

箆
替
お
い
て
馨
霧
關
係
の
隻
振
e
直
系
の
親
簑
び
そ
れ
錘
ず
る
茎
麓
一
蘇
V
昊
婦
（
鰍
四
）
冒
主
豪
族
（
概
）

の
三
つ
霧
合
奮
る
．
夫
婦
の
場
合
窺
宅
た
第
八
四
簿
、
特
に
正
面
か
ら
扶
養
關
係
窺
定
し
た
あ
で
饗
い
が
（
瑚
雛
醗
麓

怒
、
離
婚
の
訴
訟
中
に
別
居
し
た
妻
に
摯
美
の
養
料
素
義
蕊
綾
獅
罐
編
諾
倣
融
楚
條
）
窺
宅
て
い
る
か
条
勿
論
解

繹
の
結
果
、
同
居
中
の
場
合
に
は
、
扶
養
義
務
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
元
老
院
提
出
案
第
八
三
條
「
夫
ハ
婦
二
剴
シ
テ
身
分

相
感
ノ
給
養
ヲ
爲
ス
可
シ
　
婦
ハ
夫
ノ
資
力
不
十
分
ナ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
資
力
二
慮
シ
テ
夫
ヲ
補
助
ス
ヘ
シ
」
が
創
除
さ
れ
た
の
は
、
當
然
の

事
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
三
つ
の
扶
養
關
係
が
別
々
に
規
定
さ
れ
、
相
互
の
關
係
と
く
に
そ
の
順
位
を
定
め
る
規
定
が
な
い

こ
と
は
、
奮
民
法
の
た
し
か
に
訣
陥
と
い
え
る
。
前
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、
元
老
院
委
員
會
の
通
過
案
に
は
、
そ
の
中
の
e
の
場
合
を
歓
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
夫
婦
と
戸
主
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
豫
想
さ
れ
る
扶
養
義
務
の
競
合
も
割
合
に
す
く
な
い
が
、
奮
民
法
に
は
一

度
削
つ
た
e
を
復
活
し
た
の
で
、
複
雑
な
競
合
が
豫
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
當
然
に
順
序
の
問
題
を
規
定
す
べ
き
筈
で
あ
つ
た
が
、
お
そ
ら
く

機
械
的
に
e
だ
け
を
復
活
、
公
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
法
典
が
不
備
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
飲
陥
は
、
法
の
解
繹
を
以
て
こ
れ
を

補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
醤
民
法
の
註
繹
書
で
そ
の
黙
を
論
じ
た
も
の
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
梅
謙
次
郎
博
士
の
「
法
典
批

評
」
だ
け
で
あ
る
。
博
士
は
「
余
輩
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
扶
養
の
義
務
の
内
、
最
も
廣
き
も
の
は
親
属
の
間
な
り
、
次
は
戸
主
の
親
族
に

鋤
す
る
義
務
な
り
、
夫
婦
間
の
扶
養
の
義
務
は
最
も
特
別
な
り
、
特
別
な
る
も
の
は
最
も
先
に
す
べ
し
、
故
に
第
八
十
四
條
及
び
第
八
十
五
條
の



扶
養
の
義
務
を
第
一
位
と
し
」
そ
の
適
用
な
き
と
き
か
「
叉
は
夫
婦
な
る
も
資
力
な
き
と
き
は
戸
主
を
し
て
扶
養
せ
し
む
へ
し
、
次
に
扶
養
を
受

く
へ
き
者
か
戸
主
な
る
か
叉
は
自
己
か
戸
主
に
あ
ら
ざ
る
も
戸
主
に
資
力
乏
し
き
と
き
始
め
て
第
二
十
八
條
を
適
用
す
へ
し
、
然
れ
と
も
明
示
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ロ

き
と
ぎ
は
、
徒
ら
に
疑
惑
を
招
く
の
み
な
る
を
以
て
宜
し
く
明
ら
か
に
之
が
規
定
を
設
く
へ
し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
條
文
間
の
順
位
に
つ
い
て

の
客
観
的
考
察
と
し
て
建
に
妥
當
な
見
解
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
繹
を
、
明
治
民
法
第
九
五
五
條
の
よ
う
に
書
き
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、

第
一
に
配
偶
者
、
第
二
に
戸
主
、
第
三
に
直
系
親
族
（
親
子
叉
は
親
薦
に
準
ず
る
者
を
含
む
）
、
第
四
に
兄
弟
姉
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
元
老
院
提
出

案
第
一
五
六
條
「
父
母
ハ
子
暴
育
シ
訓
蓼
唇
教
育
ス
ル
ノ
霧
ヲ
魯
」
（
轟
犯
V
箭
塗
、
戸
主
の
扶
養
義
肇
「
養
育
及
ヒ
普
嚢

　
　
　
（
3
4
）

育
ノ
費
用
」
と
い
う
が
ご
と
き
、
き
わ
め
て
實
質
的
文
言
で
規
定
し
、
さ
ら
に
直
系
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
の
間
の
扶
養
義
務
も
創
除
し
た
と
つ
た

え
ら
れ
る
元
老
院
調
査
委
員
會
の
立
法
企
圖
は
、
戸
主
の
扶
養
義
務
を
も
つ
と
も
重
硯
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
奮
民
法
の
制
定
で
、

直
接
の
影
響
み
た
の
県
霧
令
で
逡
た
．
そ
れ
毒
の
小
學
校
令
（
醐
鮮
紘
籔
月
）
に
よ
る
と
、
學
齢
墾
の
麩
霧
荏
「
父
母
、

後
見
人
」
（
㈱
）
墓
つ
奈
、
麓
馨
布
直
後
の
整
小
學
校
令
（
醐
鍵
註
講
月
）
に
よ
る
と
、
學
齢
髪
を
保
護
す
ぎ
窪
、
文
部
省

令
（
鱗
．
一
藏
）
寅
て
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
は
父
母
た
る
戸
主
（
第
雇
位
）
、
父
母
が
戸
主
で
な
い
時
は
父
母
と
呈
（
第
二
順
位
）
、
呈
の
後

昊
か
後
昊
た
譲
年
呈
（
第
三
順
位
）
、
呈
が
後
昊
震
い
腫
、
後
昊
と
呈
（
第
四
順
位
）
の
順
序
窺
書
れ
た
（
伽
V
．
同
令
に

關
す
る
「
文
部
省
需
書
」
譲
「
學
齢
髪
轟
常
小
思
毯
就
肇
芸
ル
コ
ト
」
（
鋤
議
齢
）
婆
母
の
霧
虜
る
が
、
「
學
齢
墨
ノ
爲

メ
ニ
授
業
料
ヲ
納
ム
ル
コ
ト
」
（
關
附
聯
）
は
戸
主
の
義
務
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
人
事
編
ノ
規
程
ト
本
邦
奮
來
ノ
慣
行
ト
ヲ
考
へ
以
テ
之
ヲ
規

　
　
　
カ
ロ

定
セ
リ
」
と
い
つ
て
い
る
。
從
來
、
か
な
ら
ず
し
も
明
白
で
な
か
つ
た
戸
主
の
義
務
が
、
醤
民
法
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
つ
た
の
で
、
他
の
立
法

に
影
響
莞
え
た
薫
例
募
ろ
う
．
明
治
民
法
施
行
後
、
約
ニ
カ
年
を
攣
小
學
校
令
鋒
た
た
び
改
正
さ
れ
（
鯛
鍵
融
監
月
）
、
學
齢

見
童
の
保
護
者
は
「
學
齢
児
童
二
封
シ
親
椹
ヲ
行
フ
者
叉
ハ
親
椹
ヲ
行
フ
者
ナ
キ
ト
キ
ハ
其
後
見
人
ヲ
謂
フ
」
（
憔
」
と
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

明
治
民
法
が
親
椹
の
内
容
を
「
未
成
年
ノ
子
ノ
監
護
及
教
育
ヲ
爲
ス
椹
利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
」
（
旭
靴
V
と
定
め
た
こ
と
に
封
磨
せ
し
め
た
も
の

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
五
七
五
）



　
　
　
関
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
五
七
六
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
小
學
校
令
の
攣
化
は
、
雨
法
典
に
お
け
る
戸
主
の
義
務
の
相
違
が
如
實
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
善
民
法
が

明
治
民
法
よ
り
も
戸
主
の
義
務
を
重
ん
じ
た
何
よ
り
の
誰
撮
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
　
戸
主
の
家
族
に
封
す
る
居
所
指
定
椹

　
明
治
民
法
第
七
百
四
十
九
條
　
家
族
ハ
戸
主
ノ
意
二
反
シ
テ
其
居
所
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
家
族
力
前
項
ノ
規
定
二
違
反
シ
テ
戸
主
ノ
指
定
シ
タ
ル
居
所
二
在
ラ
サ
ル
間
ハ
戸
主
ハ
之
二
謝
シ
テ
扶
養
ノ
義
務
ヲ
冤
ル

　
　
前
項
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
戸
主
ハ
相
當
ノ
期
間
ヲ
定
メ
其
指
定
シ
タ
ル
場
所
二
居
所
ヲ
韓
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
催
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
家
族
力
其
催

　
　
告
二
感
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
戸
主
ハ
之
ヲ
離
籍
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
家
族
力
未
成
年
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ス

　
　
註
　
本
條
第
三
項
は
昭
和
十
六
年
に
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
右
は
制
定
當
時
の
文
言
を
示
す
。

　
奮
民
法
第
二
四
四
條
但
書
（
前
掲
）

　
曹
民
法
は
間
接
に
居
所
指
定
椹
を
み
と
め
て
い
る
に
反
し
、
明
治
民
法
は
積
極
的
に
そ
れ
を
規
定
し
、
し
か
も
、
そ
れ
に
反
し
た
場
合
の
催
告
、

離
籍
の
椹
利
を
も
加
え
て
い
る
。
そ
れ
が
た
め
コ
通
論
」
は
、
明
治
民
法
の
戸
主
雄
が
特
に
弧
化
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
本
條
を
特
に
重
覗
し
て

い
る
．
蔑
替
規
濠
、
第
輩
嚢
議
の
奮
の
裂
に
（
蕊
蘇
諜
奪
鷺
貌
、
再
調
嚢
暴
響
ざ
隻
、
一
、
、
、
震
立
し
竃

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
明
治
民
法
の
よ
う
に
、
積
極
的
な
趣
旨
に
修
正
す
る
提
案
が
出
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
。

　
明
治
民
法
の
場
合
は
、
最
初
の
原
案
か
ら
居
所
指
定
構
が
前
面
に
持
ち
出
さ
れ
は
し
た
が
、
離
籍
椹
を
追
加
し
た
の
は
、
法
典
調
査
會
の
審
議

　
　
　
　
　
（
蹄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
面
）

の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
從
來
の
慣
習
を
成
丈
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
戸
主
椹
の
観
念
的
強
化
策
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
　
從
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

奮
民
法
に
そ
う
し
た
規
定
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
星
野
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
戸
主
権
骨
抜
」
を
ね
ら
つ
た
た
め
、
は
な
く
、
從
來
の
慣
習

以
上
の
も
の
を
規
定
す
る
企
圖
が
な
か
つ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
私
も
ま
た
居
所
指
定
椹
に
つ
い
て
は
、
明
治
民
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

が
薔
民
法
よ
り
も
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
る
事
實
を
傘
直
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。



（
五
）
　
戸
主
と
家
族
の
財
産
關
係

　
明
治
民
法
第
七
百
四
十
八
條
　
家
族
力
自
己
ノ
名
二
於
テ
得
タ
ル
財
産
ハ
其
特
有
財
産
ト
ス

　
　
戸
主
又
ハ
家
族
ノ
敦
レ
ニ
属
ス
ル
カ
分
明
ナ
ラ
サ
ル
財
産
ハ
戸
主
ノ
財
産
ト
推
定
ス

　
奮
民
法
第
二
百
四
十
五
條
　
家
族
ハ
特
別
二
職
業
ヲ
螢
ム
ニ
因
リ
テ
取
得
シ
タ
ル
利
釜
及
ヒ
其
齎
帯
シ
叉
ハ
遺
産
相
績
、
贈
與
若
ク
ハ
遺
贈
二

　
　
因
リ
テ
取
得
シ
タ
ル
財
産
ノ
所
有
椹
ヲ
有
ス

　
　
然
レ
ト
モ
家
族
力
其
家
ノ
爲
メ
酒
費
シ
タ
ル
財
産
二
付
テ
ハ
戸
主
二
封
シ
テ
償
還
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
家
族
の
特
有
財
産
を
ど
の
範
園
ま
で
み
と
め
る
か
は
、
戸
主
の
地
位
の
弧
弱
、
す
な
わ
ち
「
家
族
制
度
」
の
程
度
を
示
す
尺
度
で
あ
る
。
爾
法

典
を
比
較
す
る
に
、
明
治
民
法
の
方
が
奮
民
法
よ
り
も
、
家
族
の
特
有
財
産
の
範
園
を
援
大
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
玉
城
氏
も
「
奮
民

塗
が
薪
塁
」
（
囲
議
鵡
）
髭
し
て
「
特
有
財
募
範
園
が
塞
て
展
さ
れ
て
い
を
と
窪
意
す
べ
き
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
姦
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

し
た
明
治
民
法
の
修
正
は
「
日
本
資
本
主
義
の
嚢
展
の
段
階
に
照
感
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
民
法
第
七
四
八
條
第
二
項
の
「
戸

主
財
産
ノ
推
定
」
が
、
醤
民
法
に
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
戸
主
に
取
つ
て
不
利
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
家
族
の
特
有
財
産
を
限
定
的
に
規
定
し

て
い
る
か
ら
、
推
定
を
う
け
る
必
要
が
、
明
治
民
法
の
場
合
よ
り
す
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
實
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
相
違
が
あ
る
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
明
治
民
法
の
場
合
に
奮
民
法
第
二
四
五
條
第
二
項
に
該
當
す
る
規
定
を
嵌
く
こ
と
は
、
家
族
に
取
つ
て
か

な
り
有
利
な
結
果
を
招
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
に
よ
る
と
「
家
族
力
其
家
ノ
爲
メ
消
費
シ
タ
ル
財
産
力
自
家
ノ
生
活
二

必
要
ナ
ル
範
園
内
二
於
テ
ハ
自
ラ
之
ヲ
負
措
ス
ヘ
キ
コ
ト
勿
論
ニ
シ
テ
別
二
明
文
ナ
キ
モ
敢
テ
戸
主
二
封
シ
テ
償
還
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ

　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ト
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
し
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ク
若
シ
叉
此
程
度
ヲ
超
エ
テ
戸
主
二
立
替
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
親
族
關
係
二
因
リ
家
族
力
戸
主
ヲ
扶
養
ス
ル
義
務
ヲ
負
ヘ
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
其
償

歎
加
凱
識
駅
徴
薫
ゑ
紬
蛮
端
）
（
舞
ζ
潔
し
た
雷
蓬
べ
て
い
る
が
蚕
民
婆
壕
族
が
家
の
た
め
「
戸
主
・
立

替
」
を
し
た
場
合
、
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
一
切
そ
の
償
還
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
戸
主
に
取
つ
て
は
定
に
有
利
で
あ
つ
た
と
み
て
い
い
。

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
五
七
七
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
五
七
八
）

と
こ
ろ
が
、
中
田
博
士
は
、
こ
の
堤
を
「
…
呈
二
蓼
一
憂
遺
熟
凱
穀
慰
」
（
魏
）
と
し
て
引
用
さ
れ
「
奨
に
類
例
寛
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

す
こ
と
能
は
ざ
る
近
代
法
的
の
規
定
で
あ
つ
て
、
戸
主
の
義
務
の
新
た
な
る
搬
大
張
化
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
博
士
が
主
張
さ
れ
る
「
奮
民
法
に
お
け
る
戸
主
椹
義
務
化
」
の
有
力
な
一
根
振
と
な
つ
て
い
る
。
中
田
博
士
が
利
用
さ
れ
た
奮
民
法
テ
キ

ス
ト
の
誤
殖
か
、
ま
た
は
引
用
の
際
の
誤
記
か
は
判
明
し
な
い
が
、
楚
に
惜
し
む
べ
き
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
玉
城
氏
も
ま
た
中
田
博
士

と
同
様
に
、
誤
ま
つ
た
條
文
を
引
用
し
「
こ
の
規
定
は
家
族
各
員
の
特
有
財
産
の
確
保
の
原
則
に
立
つ
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
を
創
除
し
た
こ

と
は
（
螺
羅
が
）
豪
と
し
て
の
財
塵
籟
念
が
復
議
化
さ
れ
を
と
を
意
巷
、
か
つ
財
産
の
個
人
的
所
有
の
観
念
が
藩
髪
つ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
姶
）

と
を
意
味
す
る
云
々
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
實
際
の
條
文
が
正
反
封
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
引
き
だ
さ
れ
た
論
噺
も
ま
た
逆
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
私
は
爾
法
典
を
比
較
し
、
醤
民
法
の
方
が
「
家
と
し
て
の
財
産
の
観
念
」
が
強
く
、
そ
し
て
「
財
産
の
個
人
的
所
有
の
観
念
」
が

「
稀
薄
」
で
あ
つ
た
事
實
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
六
）
　
戸
主
の
家
族
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
封
す
る
同
意
権

　
明
治
民
法
第
七
百
五
十
條
　
家
族
力
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
ヲ
爲
ス
ニ
ハ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
家
族
力
前
項
ノ
規
定
二
違
反
シ
テ
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
戸
主
ハ
其
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
ノ
日
ヨ
リ
一
年
内
二
離
籍
ヲ
爲

　
　
シ
叉
ハ
復
籍
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得

　
　
家
族
力
養
子
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
前
項
ノ
規
定
二
從
ヒ
離
籍
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
養
子
ハ
養
親
二
随
ヒ
テ
其
家
二
入
ル

　
奮
民
法
第
二
百
四
十
六
條
家
族
ハ
婚
姻
叉
ハ
養
子
縁
組
ヲ
爲
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
年
齢
二
拘
ハ
ラ
ス
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
受
ク
可
シ

　
同
　
　
第
二
百
四
十
七
條
　
他
家
二
入
リ
テ
夫
、
婦
又
ハ
養
子
ト
爲
リ
タ
ル
者
ハ
婚
姻
ノ
無
数
、
養
子
縁
組
ノ
無
数
、
離
婚
又
ハ
離
縁
ノ
場
合

　
　
二
於
一
プ
ハ
鄭
貝
血
琢
二
応
俣
蝋
即
ス

　
　
然
レ
ト
モ
此
者
力
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
二
付
キ
實
家
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
戸
主
ハ
復
婦
ノ
事
由
ヲ
知
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
一
ヶ
月



　
　
内
二
身
分
取
扱
吏
二
申
立
テ
復
帰
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得

　
星
野
博
士
と
中
村
教
授
と
の
間
に
行
わ
れ
た
論
争
の
重
要
な
間
題
黙
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
明
治
民
法
の
場
合
は
、
家
族
が
婚
姻
又
は
養
子
縁

組
を
す
る
に
は
、
戸
主
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
（
㏄
悔
）
、
し
か
し
、
こ
の
同
意
は
絶
封
的
の
も
の
で
は
な
く
、
當
事
者
が
「
戸
籍
吏
力
注
意
ヲ

爲
シ
タ
を
麺
フ
ス
」
敢
え
て
燈
蕪
藻
、
結
局
そ
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
は
有
効
に
成
立
す
る
（
饒
蘇
）
。
そ
そ
、
そ
の
場
合
に
呈
の

製
が
間
慶
馨
．
そ
れ
に
は
「
一
年
内
」
の
離
籍
と
・
復
籍
拒
絶
と
が
あ
る
（
監
卯
〉
．
薯
壕
族
が
婚
姻
、
縁
組
に
よ
り
妻
、
養
子
を
そ

の
家
に
入
れ
た
場
合
、
後
者
は
家
族
が
婚
姻
、
縁
組
に
よ
り
他
家
に
入
つ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
戸
籍
法
に
從
い
、
戸
主
か
ら
の
届
出

が
必
琴
あ
る
（
端
搬
髭
℃
薯
惚
、
二
V
．
こ
の
製
を
㌘
か
票
茎
く
皇
の
任
音
心
墓
る
．
な
お
、
墓
の
製
縷
定
獲
家

督
相
績
人
蜀
し
て
暑
㌢
る
こ
と
窪
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
監
嘲
）
．

　
こ
れ
に
封
し
、
奮
民
法
の
場
合
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
種
々
の
見
解
が
わ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
奮
民
法

の
規
定
を
明
治
民
法
と
比
較
し
つ
つ
分
論
し
て
み
よ
う
。

⑧
家
族
が
婚
姻
、
季
縁
組
享
る
場
合
譲
、
戸
主
の
許
諾
が
必
要
虜
る
（
薇
）
．
あ
髄
累
暴
高
様
墓
る
（
靴
諮
）
．
明
治

民
法
で
は
、
婚
姻
又
は
養
子
縁
組
の
届
書
に
「
同
意
ノ
詮
書
ヲ
添
へ
叉
ハ
同
意
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
届
書
二
同
意
ノ
旨
ヲ
附
記
シ
之
二
署
名
捺

印
セ
シ
メ
」
（
願
議
甦
呈
の
同
意
を
準
る
．
欝
法
で
籍
姻
妻
子
縁
響
、
身
分
取
扱
吏
へ
の
申
出
、
儀
式
、
身
分
取
扱
吏
へ
窟

出
の
三
礁
窺
定
し
、
「
儀
式
ヲ
行
フ
」
棄
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
の
成
蒔
嬰
毫
が
（
謬
輩
阯
蟷
離
t
、
戸
主
の
同
意
は
、

婚
姻
、
養
子
縁
組
の
申
出
を
爲
す
時
に
行
う
。
何
故
か
と
い
え
ば
婚
姻
の
申
出
を
爲
す
と
ぎ
提
出
す
べ
き
書
類
に
「
婚
姻
二
必
要
ナ
ル
許
諾
書
」

（
蟹
條
）
、
縁
組
の
申
出
を
爲
す
と
き
提
出
す
べ
薯
類
に
「
縁
組
・
必
要
ナ
ル
許
馨
」
（
蜘
姻
）
と
あ
る
奮
で
あ
る
．
「
民
法
正
義
」
の
解

　
　
　
　
　
　
（
翼
）

輝
も
同
様
で
あ
る
。
元
老
院
提
出
案
に
お
い
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
戸
主
ノ
許
諾
書
ハ
推
定
家
督
相
績
人
二
付
テ
ハ
婚
姻
叉
ハ
縁
組
ヲ

爲
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
申
出
ヲ
爲
ス
時
其
他
ノ
家
族
二
付
テ
ハ
婚
姻
叉
ハ
縁
組
ノ
儀
式
ヲ
行
ヒ
タ
ル
屈
出
ヲ
爲
ス
時
二
於
テ
之
ヲ
身
分
取
扱
官
吏
二
差

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
五
七
九
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
五
八
○
）

出
タ
奇
シ
」
（
讐
獺
）
と
、
許
諾
蓑
出
の
時
期
を
明
示
し
て
い
奈
、
元
老
院
に
箭
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
そ
の
雷
と
し
て
輩
ら
れ

る
の
は
e
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
家
族
に
封
す
る
許
諾
書
を
婚
姻
、
縁
組
の
届
出
の
時
に
提
出
さ
せ
る
と
、
そ
れ
は
、
す
で
に
婚
姻
、
縁
組
の

成
立
後
で
あ
る
か
ら
、
戸
主
の
許
諾
が
有
名
無
實
に
な
る
こ
と
、
⇔
婚
姻
、
縁
組
の
申
出
の
時
に
提
出
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
前
掲
第
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婿
）

條
第
三
、
第
一
一
四
條
第
五
に
「
必
要
ナ
ル
許
諾
書
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
重
複
し
て
掲
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
、
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
こ
で
「
家
族
の
養
子
縁
組
」
と
い
う
の
は
、
推
定
家
督
相
績
人
が
養
子
を
取
る
場
合
と
、
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
家
族
が
他
家
の

養
子
と
な
る
場
合
で
奢
、
推
菱
霜
婆
が
他
家
の
養
子
と
奮
（
馳
撫
海
馨
、
ま
た
舞
菱
督
緩
人
以
外
の
家
族
が
養
子
叢

る
場
合
は
含
ま
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
前
者
は
第
一
一
一
條
二
項
、
後
者
は
第
一
〇
九
條
が
明
丈
を
以
て
禁
止

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
條
文
が
林
、
示
止
し
て
い
る
行
爲
に
戸
主
の
許
諾
の
問
題
は
生
ず
る
蝕
地
が
な
い
。
　
「
民
法
正
義
」
に
は
、
こ
の
黙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

論
明
を
嵌
い
て
い
る
が
、
樋
山
廣
業
著
「
民
法
人
事
編
俗
解
」
は
そ
の
よ
う
な
縮
小
解
繹
を
明
ら
か
に
述
べ
て
い
る
。

⑥
　
前
述
の
ご
と
く
、
私
は
推
定
家
督
相
績
人
が
他
家
の
養
子
に
な
り
、
ま
た
は
、
推
定
家
督
相
綾
人
以
外
の
家
族
が
養
子
を
む
か
え
る
場
合
は
、

奮
民
法
第
二
四
六
條
と
は
、
直
接
に
關
係
の
な
い
事
項
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
殊
に
そ
の
後
着
の
場
合
は
、
從
來
、
第
二
四
六
條
と
關
蓮
し
て
間

題
に
な
つ
て
い
る
黙
な
の
で
、
こ
こ
で
便
宜
上
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
醤
民
法
は
「
家
の
た
め
の
養
子
制
度
」
の
立
場
を
嚴
格
に

固
守
し
、
養
親
た
り
う
る
者
は
戸
主
と
「
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
得
タ
ル
」
推
定
家
督
相
績
人
に
限
定
し
て
い
る
（
ル
條O
V
。
從
つ
て
、
そ
れ
以
外
の
者
が

養
親
に
な
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
も
し
も
推
定
家
督
相
績
入
以
外
の
一
般
家
族
が
、
そ
の
よ
う
な
養
子
縁
組
を
身
分
取
扱
吏
に
申
出
、

そ
の
「
差
止
め
」
（
野
能
條
〉
蛋
か
か
わ
ら
ず
箋
塞
げ
届
出
宅
霧
合
は
、
縁
組
は
雇
蕩
晟
辛
る
．
け
れ
ど
も
、
第
三
八

條
は
「
縁
組
ハ
本
章
第
一
節
二
定
メ
タ
ル
條
件
ノ
一
二
違
背
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
無
数
ト
ス
」
「
此
無
敷
ハ
…
…
當
事
者
其
他
現
實
二
利
盆
ヲ
有
ス
ル

蓑
検
專
リ
何
曹
テ
芝
ヲ
菜
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
襲
的
幾
」
（
譲
継
蟹
騎
治
）
窺
季
る
の
で
、
第
6

九
條
に
違
反
す
る
養
子
縁
組
は
こ
れ
に
該
當
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
絶
封
的
無
敷
」
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
、
無
効
訴
椹
者
に
戸
主



が
明
文
を
以
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
家
族
力
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
ス
シ
テ
養
子
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
全
ク
制
裁
ヲ
嵌
キ
戸
主
ノ

承
諾
ナ
キ
養
子
力
其
家
二
入
リ
テ
永
ク
其
扶
養
ヲ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
動
モ
ス
レ
ハ
相
績
樺
マ
テ
モ
得
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
不
當

　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

ノ
結
果
ヲ
生
ス
ヘ
シ
」
と
、
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
は
主
張
す
る
。
こ
の
読
明
に
云
う
「
家
族
」
の
意
味
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
推
定
家
督
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

績
人
以
外
の
家
族
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
「
通
論
」
は
、
こ
の
理
由
書
に
歩
調
を
合
せ
て
、
戸
主
に
戸
主
た
る
資
格
の
制
裁
方
法
が
な
い
こ
と
を

張
調
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
玉
城
氏
は
「
家
族
が
戸
主
の
同
意
を
得
な
い
で
養
子
を
爲
し
た
場
合
の
制
裁
を
全
然
歓
如
し
て
ゐ
る
」
「
家
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

産
が
戸
主
の
意
に
満
た
な
い
養
子
に
相
績
さ
れ
る
よ
う
な
効
果
を
來
す
恐
れ
の
あ
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
掲

理
由
書
に
あ
る
「
家
族
」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
の
ま
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
推
定
家
督
相
績
入
の
場
合
を
も
含
む
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か

で
な
い
し
（
離
墜
働
羅
警
議
衡
鰐
難
翻
毬
農
審
る
〉
、
ま
た
前
述
の
第
三
八
條
の
解
獲
つ
い
て
は
、
全
く
言
及
さ
紮
い
の

で
、
法
律
論
と
し
て
は
甚
だ
も
の
足
り
な
い
。
星
野
博
士
の
所
詮
は
、
推
定
家
督
相
績
人
が
、
戸
主
の
許
諾
を
得
な
い
で
養
子
を
迎
え
た
と
き
は
、

戸
主
に
無
効
訴
禦
あ
る
の
で
（
潅
）
・
そ
の
黙
は
雇
蜂
し
・
推
豪
督
緩
人
以
外
の
家
族
の
養
子
取
り
高
題
に
さ
れ
る
の
で
麺

そ
し
て
、
最
初
は
「
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
」
　
「
家
族
が
一
〇
九
條
に
違
背
し
、
敢
て
養
子
を
行
ふ
た
と
き
に
は
墨
式
に
よ
つ
て
成
立
し
た
縁

組
は
一
〇
九
條
二
一
八
條
一
項
に
よ
つ
て
無
効
と
な
り
つ
つ
、
し
か
も
戸
主
に
無
効
訴
椹
な
き
た
め
、
…
…
戸
主
は
縁
組
の
無
効
訴
求
を
な
し
得

ず
、
從
つ
て
そ
の
縁
組
は
結
局
有
効
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
ま
た
「
戸
主
は
養
親
養
子
を
離
籍
し
得
な
い
。
從
つ
て
養
子
は
家
族
の
一
員
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

つ
て
、
戸
主
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
さ
へ
生
じ
て
來
る
」
と
い
わ
れ
、
戸
主
に
無
効
訴
椹

を
み
と
め
る
場
合
は
絶
射
に
あ
り
え
な
い
と
す
る
立
場
を
取
つ
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
中
村
教
授
の
批
判
が
な
さ
れ
る
に
及
び
、
若
干

そ
の
読
を
攣
更
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
博
士
の
所
見
に
よ
れ
ば
第
一
二
八
條
の
無
効
訴
権
者
の
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
い
う

意
味
は
、
「
現
實
に
金
鏡
を
以
て
計
算
し
う
る
利
釜
」
の
こ
と
で
あ
り
、
戸
主
の
扶
養
義
務
も
親
の
扶
養
義
務
の
後
順
位
で
あ
る
か
ら
、
常
に
そ

う
し
た
「
現
實
ノ
裂
」
を
享
る
と
§
え
ず
、
戸
主
の
家
嚢
産
蜀
す
る
罎
磐
箪
馨
期
待
奪
あ
る
か
ら
（
襯
霊
編
謹
錘

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
五
八
一
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
五
八
二
）

評
騰
儲
慧
砂
蟻
）
、
こ
れ
套
た
「
誓
ノ
裂
」
と
は
い
羨
い
．
た
だ
戸
主
が
自
己
の
順
位
に
お
い
て
相
績
を
開
始
せ
ん
と
す
る
場
合
、

い
い
か
え
る
と
「
既
得
権
と
し
て
の
相
績
椹
の
如
く
無
効
訴
求
に
つ
き
現
實
の
利
釜
を
戸
主
が
有
す
る
に
い
た
つ
た
と
き
、
は
じ
め
て
無
効
訴
椹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

を
持
つ
に
い
た
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
外
は
、
は
じ
め
は
主
張
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
検
事
の
無
効
訴
椹
に
つ
い

て
は
、
全
然
言
及
し
て
お
ら
れ
な
い
。

　
中
村
教
授
の
所
読
は
、
そ
の
よ
う
な
養
子
縁
組
は
「
公
釜
に
關
す
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
「
公
釜
の
保
護
者
た
る
検
事
」
が
無
効
訴
椹
者
に
加

え
ら
れ
て
お
り
（
衡
誤
）
、
同
時
に
戸
主
も
「
家
族
の
扶
嚢
務
者
」
墓
る
と
老
、
「
家
族
の
遺
産
蜀
し
て
第
三
順
位
首
し
て
の
相
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

期
待
椹
を
も
つ
て
い
る
」
か
ら
、
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
し
て
無
効
訴
権
を
有
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
家
族
の
養
子
取
り
」
の
問
題
は
、
星
野
博
士
封
中
村
教
授
の
論
孚
に
お
け
る
一
焦
黙
で
あ
る
。
次

に
私
の
見
解
を
述
べ
た
い
。

　
先
き
に
私
は
、
こ
の
よ
う
な
養
子
縁
組
は
第
二
四
六
條
の
「
養
子
縁
組
」
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
戸
主
の
許

諾
の
有
無
饒
係
な
く
禁
止
さ
れ
て
い
森
組
だ
か
ら
虜
る
．
あ
禁
止
（
鞠
繊
V
蜀
拳
る
あ
が
、
第
≡
八
條
墓
る
こ
圭
甦

述
べ
た
。
醤
民
法
第
一
二
八
條
に
當
る
再
調
査
案
は
第
一
七
一
條
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
無
効
訴
椹
者
と
し
て
「
當
事
者
其
他
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
ー
睨
か
）

ス
ル
者
」
だ
け
を
あ
げ
て
い
る
。
法
律
取
調
委
員
會
に
お
い
て
、
棋
村
は
「
公
ノ
秩
序
二
關
ス
ル
故
二
検
事
ヲ
入
ル
」
こ
と
を
提
案
、
松
岡
も
ま

た
「
無
数
訴
椹
ヲ
爲
ス
ニ
ハ
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
二
限
ラ
ス
検
事
ニ
モ
其
訴
椹
ア
ル
モ
ノ
ト
シ
タ
シ
」
と
主
張
し
、
北
畠
、
尾
崎
忠
治
等
の

蔑
を
得
薯
老
院
欝
窪
窺
し
（
蘇
）
、
そ
の
ま
ま
箆
法
髪
つ
奄
の
で
あ
る
．
こ
康
呈
嘉
え
る
提
黍
行
貌
た
よ
－

な
形
跡
は
な
い
。
村
田
、
棋
村
等
が
、
も
し
も
「
戸
主
」
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
な
ら
ば
、
法
律
取
調
委
員
會
に
お
い
て
は
疑
問
も
あ
る
が
、

元
考
院
調
査
委
員
會
で
は
實
現
し
え
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
何
故
「
戸
主
」
を
入
れ
な
か
つ
た
か
。
星
野
博
士
は
「
戸
主
の
家
族
支
配
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
5
5
）

弱
化
を
ね
ら
つ
て
一
二
八
條
に
戸
主
を
加
へ
ざ
り
し
も
の
と
思
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
前
章
で
述
べ
た
元
老
院
の
雰
園
氣
か
ら



み
て
、
そ
う
し
た
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
私
は
、
彼
等
が
「
検
事
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
第
一
〇
九
條
を
含
む
全
て
の
重
大
な
理

疵
あ
る
養
子
縁
組
墨
り
醸
魏
）
「
當
事
護
誓
ノ
利
讐
有
ス
署
」
だ
け
の
意
思
讐
宅
ず
書
弛
「
舞
」
を
菜
芒
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
56
）

る
企
圖
で
あ
つ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
戸
主
及
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
者
が
、
養
親
と
な
る
が
ご
と
き
こ
と
は
、
奮
民
法
に
お
け
る
養
子
制

度
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
行
爲
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
任
す
る
こ
と
は
、
棋
村
の
い
わ
ゆ
る
「
公
ノ
秩
序
」
に
反
す
る
。
そ
れ
は
、
戸
主
の
許
諾
の
有

無
を
超
え
た
問
題
で
あ
る
。
前
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
な
醤
民
法
制
定
の
経
過
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
「
立
法
精
紳
」
を
前
提
と
し
て
省
察
す
る

な
ら
ば
、
養
子
縁
組
の
「
絶
封
的
無
数
」
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
從
つ
て
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
の
「
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

主
ノ
承
諾
ナ
キ
養
子
力
其
家
二
入
リ
云
々
」
と
い
う
が
ご
と
き
事
態
は
原
則
と
し
て
お
こ
り
え
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
結
論
で
あ
る
。
私
の
結

論
で
は
、
戸
主
が
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
に
入
る
や
否
や
の
問
題
を
生
ず
る
蝕
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
假
に
百
歩
を
ゆ
ず
り
、
検
事
が

無
効
訴
椹
を
行
使
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
行
使
に
先
立
ち
、
戸
主
は
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
し
て
、
そ
の
訴
槽
を
行
使
し
得
る

や
否
や
と
い
え
ば
、
私
は
條
件
付
で
中
村
教
授
の
積
極
読
に
賛
成
し
た
い
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
私
の
見
解
で
は
、
戸
主
の
家
族
に
封
す
る
扶

養
義
務
は
親
よ
り
も
先
順
位
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
家
族
の
養
子
に
劃
し
て
も
、
そ
の
養
子
が
「
其
費
用
ヲ
　
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
」
は
、

養
親
で
は
な
く
戸
主
に
扶
養
義
務
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
戸
主
が
「
現
實
に
金
鏡
を
以
て
計
算
し
う
る
財
産
的
利
釜
を
持
つ
」
と
い
い

う
る
で
あ
ろ
う
。
星
野
博
士
は
、
前
述
の
ご
と
く
養
親
の
扶
養
義
務
が
戸
主
の
そ
れ
に
優
先
す
る
と
の
前
提
か
ら
「
戸
主
は
た
だ
戸
主
た
る
の
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

を
以
て
常
に
必
ず
養
育
義
務
者
た
る
地
位
に
あ
る
と
は
云
ひ
得
ず
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
例
え
ば
養
親
が
死
亡
し
た
よ
う
な
場
合
、
す

な
わ
ち
戸
主
に
扶
養
義
務
が
あ
る
と
確
實
に
み
と
め
ら
れ
る
と
き
は
、
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
し
て
戸
主
に
無
効
訴
椹
を
み
と
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
で
あ
ろ
5
か
。
そ
れ
を
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
戸
主
が
扶
養
の
義
務
を
負
わ
な
い
と
き
だ
け
、
前
述
の
養
子
縁
組
が
有
効
に
懸
績
す
る
の
で
あ

久
「
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
髪
戸
憲
お
郵
蓉
獣
獄
蓉
加
騰
）
（
馨
と
い
族
鷲
星
醤
士
の
見
解
に
お
い

て
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
五
八
三
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
五
八
四
）

　
中
村
教
授
の
論
橡
と
さ
れ
る
「
戸
主
の
家
族
遺
産
に
封
す
る
相
績
灌
」
は
、
前
述
の
星
野
博
士
の
指
摘
の
ど
と
く
、
軍
な
る
期
待
僅
の
ま
ま
で

は
「
現
實
ノ
利
釜
」
の
根
、
振
と
な
ら
な
い
も
の
と
、
私
も
考
え
る
。

　
以
上
述
べ
た
ご
と
く
、
推
定
家
督
相
績
人
に
あ
ら
ざ
る
家
族
の
養
子
取
り
は
、
奮
民
法
で
は
複
雑
な
問
題
を
生
ず
る
が
、
明
治
民
法
で
は
、
そ

れ
を
禁
止
し
て
い
な
い
か
ら
、
戸
主
の
許
諾
が
あ
れ
ば
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
家
族
た
る
男
子
が
戸
主
無
許
諾
で
嫁
を
迎
え
た
場
合

と
同
じ
く
、
戸
主
離
籍
椹
の
間
題
が
穫
生
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

⑥
　
推
定
家
督
相
績
人
が
第
一
一
一
條
二
項
に
反
し
、
他
家
の
養
子
に
な
つ
た
場
合
も
、
㈲
と
同
じ
く
第
二
四
六
條
と
は
關
蓮
し
な
い
問
題
で
あ

る
が
、
つ
い
で
に
考
察
し
て
お
く
。
こ
れ
も
ま
た
第
二
一
八
條
の
「
絶
鋤
的
無
数
」
の
場
合
に
該
當
し
、
原
則
と
し
て
検
事
に
よ
つ
て
無
効
訴
椹

が
行
使
さ
れ
る
。
戸
主
の
許
諾
の
有
無
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
戸
主
が
「
現
實
ノ
利
釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
は
な
ら
な
い
黙
を

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
明
治
民
法
は
推
定
家
督
相
績
人
の
去
家
を
禁
ず
る
明
文
を
有
す
る
の
で
（
阯
細
）
、
立
法
解
繹
と
し
て
は
そ
れ
を
無
効
と
す

べ
き
虜
ろ
λ
唄
謹
幽
湖
輩
．

＠
　
男
子
た
る
推
定
家
督
相
績
人
が
戸
主
の
許
諾
な
く
し
て
入
夫
婚
姻
に
よ
り
他
家
に
入
る
か
、
ま
た
は
女
子
た
る
推
定
家
督
相
績
人
が
戸
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

許
諾
な
く
し
て
婚
姻
に
よ
り
他
家
に
入
る
場
合
。
奮
民
法
に
は
明
治
民
法
の
ご
と
き
推
定
家
督
相
績
人
去
家
禁
止
の
規
定
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を

そ
の
貼
で
無
効
に
す
る
方
法
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
婚
姻
は
、
婚
姻
申
出
の
折
の
「
戸
主
許
諾
書
」
（
細
謡
條
）
を
嵌
く
の
で
、
身
分
取
扱
吏
か
ら
「
差

止
」
を
う
け
る
が
（
撫
六
）
、
敢
て
儀
式
を
行
い
届
出
を
す
れ
ば
一
慮
有
効
に
成
立
す
る
。
し
か
し
、
第
五
九
條
第
一
の
「
身
分
取
扱
吏
」
の
「
差
止

ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
儀
式
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ト
キ
」
に
該
當
し
、
同
條
に
よ
り
第
五
六
條
所
定
の
者
す
な
わ
ち
「
双
方
、
奪
嵐
親
、
又
は
現
實
ノ
利

釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
あ
る
い
は
「
検
事
」
か
ら
「
婚
姻
儀
式
後
一
介
年
ヲ
過
キ
」
ざ
る
間
に
、
無
効
の
請
求
が
行
わ
れ
る
場
合
に
該
當
す
る
。
い
わ

ゆ
る
婚
姻
の
「
欝
的
幾
」
の
場
合
虜
る
。
推
定
家
督
相
績
人
は
戸
主
の
卑
属
親
で
あ
る
か
ら
（
墾
辮
纈
）
、
逆
に
い
え
ば
、
戸
主
は
か

な
ら
ず
そ
の
者
の
奪
属
親
で
あ
る
。
從
つ
て
、
戸
主
は
「
戸
主
」
と
し
て
で
は
な
い
が
「
尊
属
親
」
と
し
て
常
に
儀
式
後
一
年
間
は
無
効
訴
椹
を



有
す
る
の
で
あ
る
。
明
治
民
法
の
場
合
は
去
家
禁
止
を
明
文
に
て
禁
止
し
て
は
い
る
も
の
の
、
敢
て
そ
の
禁
止
を
侵
し
た
縁
組
屈
、
婚
姻
届
が
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

理
さ
れ
た
と
き
は
、
有
効
と
す
る
判
例
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
に
戸
主
無
許
諾
な
ら
ば
、
復
籍
拒
絶
椹
の
間
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

⑧
　
　
定
家
督
相
績
人
が
、
戸
主
無
許
諾
で
養
親
と
な
る
場
合
。
第
一
〇
九
條
但
書
違
反
の
養
子
縁
組
で
あ
る
。
こ
れ
も
㈲
⑥
同
様
に
堰
疵
あ
る

養
子
縁
組
で
あ
る
が
、
一
感
有
効
に
成
立
す
る
。
し
か
し
第
二
二
〇
條
に
よ
れ
ば
「
第
百
九
條
但
書
ノ
規
定
二
違
ヒ
タ
ル
縁
組
ノ
無
数
ハ
」
「
養

家
ノ
戸
主
」
が
「
縁
組
ヲ
知
リ
タ
ル
後
」
　
「
三
杢
月
」
以
内
は
無
効
訴
槽
を
有
す
る
「
相
封
的
無
数
」
の
縁
組
で
あ
る
。
も
つ
と
も
明
白
に
戸
主

に
無
効
訴
椹
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
は
、
解
繹
上
疑
問
を
生
じ
な
い
。
明
治
民
法
の
場
合
は
、
戸
主
に
離
籍
椹
を
生
ず
る
。

㈹
　
推
定
家
督
相
績
人
た
る
男
子
が
戸
主
無
許
諾
で
婚
姻
を
し
た
場
合
。
嫁
を
迎
え
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
前
掲
＠
に
全
く
同
じ
。
　
「
相

封
的
無
数
」
で
あ
り
、
戸
主
は
「
尊
属
親
」
と
し
て
常
に
「
一
介
年
」
の
無
効
訴
椹
を
も
つ
。
ま
た
⑥
で
読
明
し
た
よ
う
に
戸
主
が
「
現
實
ノ
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

釜
ヲ
有
ス
ル
者
」
に
該
當
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
我
妻
教
授
は
「
何
等
の
制
裁
な
き
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
憾
乍
ら
そ
の
解
羅
に
、
私
は

賛
成
し
え
な
い
。
明
治
民
法
で
は
戸
主
に
離
籍
権
が
あ
た
え
ら
れ
る
。

⑭
　
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
家
族
が
、
戸
主
無
許
諾
で
婚
姻
、
ま
た
は
養
子
縁
組
で
他
家
へ
入
る
場
合
。
こ
の
と
き
も
、
ま
た
取
疵
あ
る
婚
姻
、

養
子
縁
組
で
あ
る
が
、
一
態
有
効
に
成
立
す
る
。
婚
姻
の
場
合
は
、
④
㈹
と
同
じ
く
第
四
四
條
第
三
、
第
四
六
條
、
第
五
九
條
、
第
五
六
條
に
よ

り
、
「
相
封
的
無
数
」
で
あ
る
が
、
戸
主
が
そ
の
家
族
の
尊
属
親
な
ら
ば
、
儀
式
後
一
ヵ
年
間
、
戸
主
に
も
尊
属
親
と
し
て
無
効
訴
椹
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
検
事
に
だ
け
無
効
訴
権
が
期
待
さ
れ
る
。
養
子
縁
組
の
場
合
は
、
第
こ
四
條
第
五
、
第
一
コ
ニ
條
、
第
四
六
條
ふ
第
一
二
九
條
、

第
一
二
八
條
に
よ
り
、
同
じ
く
「
相
封
的
無
数
」
と
し
て
儀
式
後
一
ヵ
年
間
、
検
事
の
無
効
訴
権
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
推
定
家
督
相
綾
人
が

「
本
家
ヲ
承
機
ス
ル
」
必
要
か
ら
本
家
の
養
子
に
な
る
こ
と
は
、
第
二
一
條
三
項
が
例
外
と
し
て
許
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
場
合
に
戸
主
の
許

諾
が
な
け
れ
ば
「
相
劃
的
無
数
」
と
し
て
前
述
の
場
合
と
同
様
の
結
果
を
生
ず
る
。

0⇒

　
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
男
子
が
戸
主
無
許
諾
で
婚
姻
す
る
場
合
は
、
第
二
五
〇
條
が
「
推
定
家
督
相
綾
人
二
非
サ
ル
家
族
タ
ル
男
子
力
戸

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
五
八
五
）



　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
五
八
六
）

主
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
婚
姻
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
一
家
ヲ
新
立
ス
」
と
明
文
を
以
て
規
定
し
て
い
る
。
本
來
な
ら
ば
、
こ
の
婚
姻
も
「
相
封
的

無
数
」
の
場
合
で
あ
る
が
、
第
二
五
〇
條
は
そ
の
例
外
規
定
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
は
本
條
を
批
評
し
「
家
族
力
戸

主
ノ
同
意
ヲ
得
ス
シ
テ
妻
ヲ
婆
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
當
然
一
家
ヲ
創
立
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
自
活
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
家
族
二
在
リ
テ
ハ
却
テ
戸
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

ノ
覇
伴
ヲ
脆
ス
ル
ヲ
喜
フ
ノ
奇
観
ヲ
呈
ス
ヘ
ク
云
々
」
と
い
つ
て
い
る
し
、
　
「
通
論
」
も
ま
た
こ
の
批
評
を
支
持
し
、
明
治
民
法
が
同
じ
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
‘
）

戸
主
に
離
籍
椹
を
あ
た
え
た
こ
と
を
、
戸
主
槽
を
張
化
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
中
村
教
授
は
、
「
家
族
が
一
家
を
新
立
す
る

と
い
う
こ
と
は
自
己
の
直
系
尊
風
の
遺
産
の
第
一
順
位
相
績
人
た
る
地
位
を
失
う
こ
と
を
意
味
し
、
経
濟
上
の
保
誰
を
う
け
な
い
。
こ
れ
は
封
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

的
家
族
關
係
か
ら
も
個
人
を
解
放
す
る
も
の
で
な
く
て
、
個
人
を
追
放
す
る
も
の
と
解
繹
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

　
第
二
五
〇
條
と
同
趣
旨
の
規
定
は
、
も
ち
ろ
ん
第
一
草
案
に
は
な
か
つ
た
が
、
別
案
に
あ
ら
わ
れ
、
甲
案
で
は
「
分
家
ヲ
シ
タ
ル
者
ト
看
徹
ス
」

と
あ
つ
た
が
、
乙
案
で
は
「
豪
ヲ
翌
多
署
亥
」
と
改
曽
れ
（
榊
備
塑
諌
辮
六
V
、
そ
れ
が
再
調
嚢
（
莚
、
元
老
院
欝
案

（
麩
蓬
て
欝
窪
、
ほ
と
ん
憂
化
な
く
楚
ら
れ
奄
の
墓
る
．
他
方
、
再
調
査
寒
元
老
院
蛋
釜
ハ
舞
輩
塞
｝
一
襯
〉
、
別

案
甲
案
（
俺
）
、
乙
案
（
縮
）
と
同
じ
く
「
家
族
ハ
推
定
家
霜
績
人
及
ヒ
塁
套
至
享
柔
整
首
惨
ノ
雰
出
警
爲
」
し
葛
規
箏

有
し
て
い
た
（
隷
薩
髪
訟
翫
）
．
分
家
が
、
戸
主
の
同
意
を
必
薯
し
奈
つ
た
髄
、
最
後
薯
頁
し
て
い
た
の
墓
る
．
甲
案
が
「
分

家
ト
看
徹
ス
」
と
し
た
も
の
を
、
乙
案
が
攣
更
し
て
「
一
家
ヲ
新
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
來
、
分
家
と
は
別
の
意
味
で
、

前
掲
規
定
を
考
え
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
分
家
の
自
由
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
家
族
が
「
戸
主
ノ
覇
俘
ヲ
脆
ス
ル
ヲ
喜
フ
」
爲
の
規
定
を
別

に
設
け
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
再
調
査
案
で
は
じ
め
て
明
確
に
出
現
し
た
家
族
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
蜀
す
る
戸
主
の
同
意
椹
に
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

鷹
じ
、
許
諾
を
え
な
い
家
族
に
封
す
る
「
制
裁
」
と
し
て
、
そ
れ
を
規
定
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
村
教
授
の
い
わ
ゆ
る
「
追
放
」
で

あ
る
。
も
つ
と
も
「
自
活
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
家
族
に
封
し
て
は
、
齢
り
効
果
の
な
い
制
裁
で
あ
つ
た
こ
と
は
孚
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は

明
治
民
法
も
同
様
で
あ
る
。
戸
主
の
離
籍
椹
行
使
を
畳
悟
す
れ
ば
、
戸
主
の
許
諾
な
く
し
て
、
有
効
に
婚
姻
、
養
子
縁
組
を
な
し
う
る
か
ら
で
あ



る
。
奮
民
法
第
二
五
〇
條
が
家
族
分
解
の
傾
向
を
助
長
し
、
明
治
民
法
が
そ
れ
を
防
止
す
る
方
向
に
立
つ
て
い
た
と
す
る
「
通
論
」
の
見
解
に
は
、

私
は
賛
成
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

ω
　
⑥
の
場
合
の
よ
う
に
、
養
子
縁
組
の
「
絶
封
的
無
数
」
の
場
合
や
、
あ
る
い
は
④
の
場
合
の
よ
う
に
戸
主
が
常
に
自
ら
「
奪
属
親
」
と
し
て

無
効
訴
椹
を
行
使
し
う
る
場
合
は
別
と
し
て
、
⑨
の
場
合
の
よ
う
に
、
家
族
が
戸
主
の
無
許
諾
で
他
家
に
入
り
、
し
か
も
検
事
に
よ
つ
て
期
間
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

に
無
効
訴
椹
が
行
使
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
蝦
疵
あ
る
婚
姻
、
養
子
縁
組
も
期
問
後
は
そ
の
ま
ま
有
効
に
糠
績
す
る
。
最
早
、
そ
れ
を
無
効
（
取

消
）
に
す
る
方
法
は
な
い
。
ま
た
、
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
無
効
訴
椹
が
行
使
さ
れ
る
前
に
、
そ
の
家
族
が
離
婚
そ
の
他
の
原
因
で
實
家
に
復
帰

せ
ん
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
封
塵
す
べ
き
規
定
が
第
二
四
七
條
二
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
戸
主
の
復
籍
拒
絶
椹
で
あ
る
。
明
治

民
法
の
場
合
は
、
戸
主
無
許
諾
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
も
全
て
有
効
に
成
立
す
る
の
で
、
去
家
し
た
家
族
に
封
し
て
は
一
様
に
復
籍
拒
絶
椹
が
み
と

め
ら
れ
る
（
慨
扁
〉
．
嚢
典
の
復
籍
藷
響
綾
す
盈
、
葎
罠
法
の
場
合
は
「
呈
」
が
「
露
ノ
蕾
ヲ
知
多
告
ヨ
リ
不
禺
」

に
身
分
取
扱
吏
に
申
出
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
民
法
は
「
婚
姻
叉
ハ
養
子
縁
組
ノ
野
三
年
内
」
賃
鐘
に
從
い
届
出
る
（
炉
躍
一
）
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

あ
る
。
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
は
「
一
介
月
ヲ
改
メ
テ
之
ヲ
一
年
ト
シ
タ
ル
カ
故
二
戸
主
ハ
熟
慮
ノ
後
此
制
裁
ヲ
加
フ
ル
ノ
飴
裕
ヲ
得
ヘ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

と
述
べ
、
玉
城
氏
や
星
野
博
士
も
そ
れ
に
同
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
村
教
授
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
起
算
黙
を
無
覗
し
た
我
田
引
水
の

議
論
で
あ
る
。
復
籍
拒
絶
椹
が
、
實
際
的
に
効
果
を
も
つ
の
は
、
復
帰
の
必
要
が
護
生
し
た
場
合
で
あ
り
、
明
治
民
法
の
ご
と
く
、
そ
の
必
要
以

前
に
拒
絶
を
行
つ
て
も
た
だ
名
目
だ
け
の
制
裁
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
戸
主
が
「
復
齢
ノ
事
由
ヲ
知
ッ
テ
カ
ラ
」
拒
絶
椹
を
行
使
し
う
る
奮

民
法
の
方
が
、
は
る
か
に
實
際
的
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
が
成
立
し
て
か
ら
無
期
限
に
行
い
う
る
の
で
あ
り
、
明
治
民
法

が
成
立
後
わ
ず
か
に
一
年
間
と
限
定
し
て
い
る
の
と
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
。

③
　
以
上
は
、
家
族
の
嬉
姻
、
養
子
縁
組
に
關
す
る
戸
主
の
同
意
権
に
つ
い
て
、
奮
民
法
と
明
治
民
法
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
民
法
の

割
合
に
簡
嬰
の
簑
し
、
蕉
荏
か
誉
羅
護
で
あ
る
．
麓
替
諄
る
編
揚
の
規
義
謂
）
と
養
恵
組
無
効
の
堤
（
憐

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
五
八
七
）



　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
丑
八
八
）

騒
V
は
、
第
一
菱
暴
綾
霧
化
の
す
く
奮
個
所
歪
の
り
、
い
わ
ば
「
笛
誇
要
素
」
の
£
い
部
分
房
る
．
こ
れ
に
反
し
て
戸

主
の
章
（
選
は
、
再
調
査
案
以
奪
實
質
的
に
追
加
、
羅
さ
れ
た
部
分
で
、
第
輩
簿
茎
く
見
ら
紮
い
「
震
製
」
的
色
彩
蛮

じ
み
で
て
い
る
個
所
で
あ
る
。
そ
し
て
爾
者
が
、
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
調
和
し
て
い
る
と
ば
い
え
な
い
。
こ
こ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
奮
民
法
の
解
繹
と
し
て
は
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
「
家
族
制
度
」
的
要
素
に
、
縫
受
法
的
要
素
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
す
る
様
な
解
繹
を

行
う
の
が
、
妥
當
な
態
度
で
あ
ろ
、
）
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
家
族
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
封
す
る
戸
主
の
同
意
椹
に
つ
い
て
、
明
治
民
法
が
奮
民
法
よ
り
も
一
般
的
に
張
化
さ
れ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
明
治
民
法
で
は
た
だ
戸
籍
吏
の
「
注
意
」
を
無
覗
す
れ
ば
全
て
有
効
に
成
立
し
得
る
に
反
し
、
醤
民
法
の
戸
籍
吏
の
「
差
止
」

は
・
そ
設
獲
す
る
戸
讐
籔
し
て
矯
劉
乞
轟
つ
て
い
る
（
靴
螺
莚
．
「
差
止
」
が
そ
の
、
皐
の
ご
と
く
「
注
意
」
吉
轟
い
謹

撮
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
差
止
」
も
無
覗
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
種
々
の
無
効
訴
椹
が
行
使
さ
れ
る
危
瞼
を

も
つ
。
　
「
絶
封
的
無
数
」
の
場
合
な
ら
ば
無
期
限
に
、
　
「
相
封
的
無
奴
」
の
場
合
で
も
三
ヵ
月
乃
至
一
ヵ
年
は
不
安
定
な
歌
態
が
つ
づ
く
。
明
治

民
法
の
ご
と
く
、
た
と
え
離
籍
が
行
わ
れ
て
も
婚
姻
、
養
子
縁
組
の
効
力
に
は
影
郷
，
を
及
ぼ
さ
な
い
が
、
奮
民
法
の
場
合
に
無
効
訴
椹
が
行
使
さ

れ
る
な
ら
ば
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
そ
の
も
の
が
効
力
を
失
b
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
奮
民
法
が
「
戸
主
の
許
諾
樺
の
欠

嵌
」
を
い
か
に
重
覗
し
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
再
調
査
案
以
來
、
「
家
族
力
随
意
二
去
ル
ハ
不
都
合
ナ
ラ
ン
」
と
の
立
場
か
ら
村
田
、
損
村

等
が
本
條
の
強
化
を
鏡
意
企
圖
し
た
こ
と
は
前
章
で
詳
し
く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
等
の
企
圖
は
、
無
効
訴
槽
と
の
關
蓮
に
お
い
て
達
成
さ

れ
て
い
た
も
の
と
、
私
は
考
え
た
い
。

（
七
）
　
親
族
入
籍
同
意
椹

　
明
治
民
法
第
七
百
三
十
七
條
　
戸
主
ノ
親
族
ニ
シ
テ
他
家
二
在
ル
者
ハ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
テ
其
家
族
ト
爲
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
者
力
他
家
ノ
家
族

　
　
汐
ル
ト
キ
ハ
其
家
ノ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
前
項
二
掲
ケ
タ
ル
者
力
未
成
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
親
椹
ヲ
行
フ
父
若
ク
ハ
母
叉
ハ
後
見
人



　
　
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
奮
民
法
第
二
百
四
十
八
條
　
他
家
二
入
リ
テ
夫
叉
ハ
婦
ト
爲
リ
タ
ル
者
ハ
其
配
偶
者
ノ
死
亡
シ
タ
ル
ト
ン
、
『
ト
雛
モ
婚
家
ヨ
リ
更
二
他
ノ
家
二
入

　
　
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
然
レ
ト
モ
婚
家
及
ヒ
實
家
ノ
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
テ
實
家
二
復
露
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
韓
籍
の
規
定
で
あ
る
が
、
明
治
民
法
の
方
が
そ
の
範
園
が
廣
い
。
い
ず
れ
も
、
戸
主
の
同
意
を
得
て
行
わ
れ
る
黙
は
同
じ
で
あ
る
。

（
八
）
繍
引
取
入
籍
同
意
椹

　
明
治
民
法
第
七
百
三
十
八
條
　
婚
姻
叉
ハ
養
子
縁
組
二
因
リ
テ
他
家
二
入
リ
タ
ル
者
力
其
配
偶
者
又
ハ
養
親
ノ
親
族
二
非
サ
ル
自
己
ノ
親
族
ヲ

　
　
婚
家
叉
ハ
養
家
ノ
家
族
ト
爲
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
前
條
ノ
規
定
二
依
ル
外
其
配
偶
者
又
ハ
養
親
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
婚
家
叉
ハ
養
家
ヲ
去
リ
タ
ル
者
力
其
家
二
在
ル
自
己
ノ
直
系
卑
属
ヲ
自
家
ノ
家
族
ト
爲
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
亦
同
シ

　
奮
民
法
第
二
百
五
十
六
條
　
他
家
二
入
リ
テ
夫
、
婦
叉
ハ
養
子
ト
爲
リ
タ
ル
者
ハ
配
偶
者
又
ハ
養
子
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
ト
協
議
ノ
上
爾
家
ノ
戸
主

　
　
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
テ
實
家
二
在
ル
卑
属
親
ヲ
自
家
二
引
取
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
婚
姻
若
ク
ハ
養
子
縁
組
ノ
無
数
叉
ハ
離
婚
若
ク
ハ
離
縁
二
因
リ
テ
婚
家
又
ハ
縁
塚
ヲ
去
リ
ク
ル
者
ハ
配
偶
者
叉
ハ
養
子
ヲ
爲
セ
シ
者
ト
協
議

　
　
ノ
上
爾
家
ノ
戸
主
ノ
許
諾
ヲ
受
ケ
テ
其
家
二
在
ル
卑
属
親
ヲ
自
家
二
引
取
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

　
前
掲
「
修
正
案
理
由
書
」
に
も
「
人
事
編
第
二
百
五
十
六
條
ト
異
ナ
ル
所
ナ
シ
故
二
論
明
ヲ
加
ヘ
ス
」
と
い
う
ご
と
く
、
實
質
的
に
は
同
じ
で

あ
る
。

（
九
）
　
家
族
の
禁
治
産
、
準
禁
治
産
の
宣
告
叉
は
そ
の
宣
告
の
取
消
の
請
求
権

　
明
治
民
法
第
七
條
　
心
神
喪
失
ノ
常
況
二
在
ル
者
一
一
付
テ
ハ
裁
判
所
ハ
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
ノ
親
族
、
戸
主
、
後
見
人
、
保
佐
人
叉
ハ

　
　
検
事
ノ
請
求
二
因
リ
禁
治
産
ノ
宣
告
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
五
八
九
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
五
九
〇
）

　
同
　
　
　
第
十
條
　
禁
治
産
ノ
原
因
止
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
第
七
條
二
掲
ケ
タ
ル
者
ノ
請
求
二
因
リ
其
宣
告
ヲ
取
清
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

　
同
　
　
　
第
十
三
條
　
第
七
條
及
ヒ
第
十
條
ノ
規
定
ハ
準
禁
治
産
二
之
ヲ
準
用
ス

　
奮
民
法
第
二
百
二
十
三
條
　
禁
治
産
ハ
配
偶
者
、
四
親
等
内
ノ
親
族
、
戸
主
及
ヒ
検
事
ヨ
リ
之
ヲ
匿
裁
判
所
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
禁
治
産
ヲ
請
求
ス
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
一
人
ノ
申
立
二
因
リ
テ
言
渡
シ
タ
ル
裁
判
ハ
総
テ
ノ
人
二
封
シ
テ
既
判
カ
ヲ
有
ス

　
同
　
　
第
二
百
三
十
一
條
　
禁
治
産
ノ
原
因
止
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
、
配
偶
者
、
親
族
、
姻
族
、
戸
主
、
後
見
人
叉
ハ
検
事
ノ
請
求
二
因
リ
テ

　
　
其
禁
ヲ
解
ク
可
シ

　
　
禁
治
産
者
ハ
解
禁
ノ
裁
判
言
渡
後
二
非
サ
レ
ハ
其
椹
利
ヲ
同
復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

　
同
　
　
第
二
百
三
十
二
條
第
一
項
二
項
　
心
紳
耗
弱
者
、
聾
唖
者
、
盲
者
及
ヒ
浪
費
者
ハ
準
禁
治
産
者
ト
爲
シ
テ
之
ヲ
保
佐
二
付
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
　
得

　
　
準
禁
治
産
者
ノ
言
渡
ハ
配
偶
者
、
三
親
等
内
ノ
親
族
及
ヒ
戸
主
ノ
請
求
二
因
リ
匿
裁
判
所
之
ヲ
爲
ス

　
同
　
　
第
二
百
三
十
五
條
　
準
禁
治
産
ノ
原
因
止
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
、
配
偶
者
、
親
族
、
姻
族
、
戸
主
、
保
佐
人
叉
ハ
検
事
ノ
請
求
二
因
リ

　
　
テ
共
禁
ヲ
解
ク
可
シ

　
爾
法
典
共
、
戸
主
に
宣
告
叉
は
取
消
の
請
求
椹
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

（
十
）
　
家
族
の
後
見
人
叉
は
保
佐
人
と
な
る
椹
利
義
務

　
明
治
民
法
第
九
百
三
條
　
前
二
條
ノ
規
定
二
依
リ
テ
家
族
ノ
後
見
人
タ
ル
者
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
戸
主
其
後
見
人
ト
爲
ル

　
　
註
　
第
九
百
一
條
　
未
威
年
者
二
封
シ
テ
最
後
二
親
灌
ヲ
行
フ
者
ハ
遺
言
ヲ
以
テ
後
見
人
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
管
理
椹
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ハ
此
限
二
在
ラ

　
　
　
ス
親
椹
ヲ
行
フ
父
ノ
生
前
二
於
テ
母
力
豫
メ
財
産
ノ
管
理
ヲ
鍵
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
父
ハ
前
項
ノ
規
定
二
依
リ
後
見
人
ノ
指
定
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
第
九
百
二
條
　
親
椹
ヲ
行
フ
父
又
ハ
母
ハ
禁
治
産
者
ノ
後
見
人
ト
爲
ル

　
　
　
妻
力
禁
治
産
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
夫
其
後
見
人
ト
爲
ル
夫
力
後
見
人
タ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
前
項
ノ
規
定
二
依
ル



　
　
　
夫
力
禁
治
産
ノ
宣
告
ヲ
受
タ
ル
ト
キ
ハ
妻
其
後
見
人
ト
爲
ル
妻
力
後
見
人
タ
ラ
サ
ル
ト
キ
又
ハ
夫
力
未
成
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
第
一
項
ノ
規
定
二
依
ル

　
同
第
九
百
九
條
第
一
項
前
七
條
ノ
規
定
ハ
保
佐
人
二
之
ヲ
準
用
ス

　
奮
民
法
第
百
六
十
一
條
後
見
ハ
未
成
年
者
ノ
父
又
ハ
母
ニ
シ
テ
生
存
ス
ル
者
ノ
死
亡
二
因
リ
テ
開
始
ス

　
　
父
母
共
二
生
存
シ
又
ハ
其
一
方
ノ
生
存
ス
ル
モ
親
椹
ヲ
行
フ
能
ハ
サ
ル
ト
キ
叉
ハ
母
力
子
ノ
財
産
ノ
管
理
ヲ
辞
ス
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ

　
同
　
　
第
百
六
十
四
條
親
椹
ヲ
行
フ
父
叉
ハ
母
ハ
其
生
前
二
於
テ
親
族
、
姻
族
又
ハ
他
人
ノ
中
ヨ
リ
後
見
人
タ
ル
可
キ
者
ヲ
指
定
ス
ル
椹

　
　
ヲ
有
ス

　
同
　
　
第
二
百
二
十
四
條
　
禁
治
産
者
ハ
之
ヲ
後
見
二
付
ス

　
　
配
偶
者
ハ
當
然
相
互
二
後
見
人
ト
爲
ル
若
シ
配
偶
者
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
家
ノ
父
後
見
入
ト
爲
リ
父
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
親
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ

　
　
得
ヘ
キ
母
後
見
人
ト
爲
ル

　
　
父
叉
ハ
母
ハ
第
百
六
十
五
條
二
定
メ
タ
ル
方
式
二
從
ヒ
テ
後
見
人
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
指
定
セ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
第
百
六
十
六
條
ノ
規

　
　
定
ヲ
適
用
ス

　
　
法
律
上
ノ
後
見
人
モ
遺
言
後
見
人
モ
有
ラ
ス
又
ハ
此
等
ノ
後
見
人
力
冤
除
セ
ラ
レ
除
斥
セ
ラ
レ
若
ク
ハ
罷
瓢
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
十
章
二

　
　
定
メ
タ
ル
方
式
二
從
ヒ
親
族
禽
二
於
テ
後
見
人
ヲ
選
定
ス

　
　
謎
　
第
百
六
十
六
條
　
父
又
ハ
母
力
後
見
人
ヲ
指
定
セ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
家
ノ
租
父
後
見
人
ト
爲
ル
但
未
成
年
ノ
家
族
二
付
テ
ハ
成
年
ノ
戸
主
後
見
人
ト
爲
ル

　
同
　
　
第
二
百
三
十
二
條
第
三
項
　
保
佐
人
　
付
テ
ハ
第
二
百
二
十
四
條
及
第
二
百
二
十
五
條
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス

　
　
爾
法
豊
ハ
ほ
と
ん
高
辱
あ
る
．
た
蕃
暴
の
場
合
涯
冒
謹
」
の
製
（
｝
…
燃
魏
V
と
翠
上
禁
謹
の
制
度
（
薦
V
が

　
　
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
竃
呈
が
保
佐
人
（
葎
）
、
ま
た
援
見
人
と
馨
（
庭
V
こ
と
奮
る
．

（
十
一
）
　
親
族
會
に
關
す
る
権
利

　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
五
九
じ



　
　
　
肘
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
二
　
　
　
（
五
九
二
）

明
治
民
法
第
九
百
四
十
四
條
本
法
其
他
ノ
法
令
ノ
規
定
二
依
リ
親
族
會
ヲ
開
ク
ヘ
キ
場
合
二
於
テ
ハ
會
議
ヲ
要
ス
ル
事
件
ノ
本
人
、
戸
主
、

　
　
親
族
、
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
検
事
叉
ハ
利
害
關
係
人
ノ
請
求
二
因
リ
裁
判
所
之
ヲ
招
集
ス

　
同
　
　
　
第
九
百
四
十
五
條
第
一
項
　
親
族
會
員
ハ
三
人
以
上
ト
シ
親
族
其
他
本
入
又
ハ
其
家
二
縁
故
ア
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
裁
判
所
之
ヲ
選
定
ス

同
　
　
　
第
九
百
四
十
八
條
第
一
項
　
本
人
、
戸
主
、
家
二
在
ル
父
母
、
配
偶
者
、
本
家
並
二
分
家
ノ
戸
主
、
後
見
人
、
後
見
監
督
人
及
ヒ
保

　
　
佐
人
ハ
親
族
會
二
於
テ
共
意
見
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
穫
目
民
法
第
百
七
十
一
條
　
親
族
禽
ハ
未
成
年
者
ノ
最
近
親
族
三
人
以
上
ヲ
以
テ
之
ヲ
設
ク
但
親
族
三
人
二
満
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
未
成
年
者
二
縁
故

　
　
ア
ル
者
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
足
ス

　
　
本
家
及
ヒ
分
家
ノ
戸
主
ハ
親
族
禽
二
列
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
同
　
　
第
百
七
十
三
條
　
戸
主
成
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
家
族
ノ
爲
メ
親
族
會
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス

　
奮
民
法
に
お
け
る
親
族
會
の
規
定
は
、
元
老
院
に
て
著
し
い
修
正
を
う
け
、
「
一
般
未
成
年
者
の
爲
の
親
族
會
」
か
ら
「
未
成
年
戸
主
の
爲
の

親
族
會
」
錘
化
し
を
と
は
前
章
鑑
べ
た
響
虜
る
（
鋸
蘇
購
前
）
。
殊
に
笙
七
三
繁
、
呈
肇
馨
膜
親
族
會
護
け
ず

戸
主
自
身
に
親
族
會
の
樺
限
を
あ
た
え
た
こ
と
は
、
も
つ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
民
法
正
義
」
は
、
同
條
を
「
軍
二
其
戸
主
ガ
後
見
人
ナ

　
　
　
　
　
　
　
（
72
）

ラ
サ
ル
ト
キ
ニ
限
ル
」
と
縮
小
解
繹
を
し
て
い
る
が
、
同
條
の
立
法
過
程
か
ら
み
る
と
、
そ
の
解
繹
は
誤
つ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

る
こ
と
は
、
法
律
取
調
委
員
會
に
お
い
て
棋
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
「
成
年
ノ
戸
主
一
家
ヲ
主
宰
シ
テ
家
族
ノ
後
見
ヲ
爲
ス
ニ
何
ソ

親
族
會
ヲ
組
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
シ
ヤ
若
シ
其
戸
主
ニ
テ
不
安
心
ノ
コ
ト
ア
ラ
ハ
父
母
ハ
必
ス
後
見
人
ヲ
指
定
シ
置
ク
ナ
ル
可
シ
」
と
い
う
の
で

あ
り
、
ま
た
「
戸
主
自
ラ
後
見
ヲ
ナ
ス
ト
キ
ハ
他
二
後
見
人
及
ヒ
親
族
禽
ヲ
開
設
ス
ル
ノ
必
要
ナ
シ
」
と
も
い
つ
て
い
る
。
尾
崎
三
良
、
尾
崎
忠

治
は
そ
れ
に
同
調
し
、
結
局
、
相
談
會
で
は
尾
崎
三
良
と
横
村
の
提
案
で
「
戸
主
後
見
人
タ
ル
ト
キ
ハ
親
族
禽
ヲ
組
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
、
然

レ
ト
モ
四
親
等
以
内
ノ
親
族
ノ
申
立
ア
ル
ト
キ
ハ
匿
裁
判
所
ハ
検
事
ノ
意
見
ヲ
聞
キ
親
族
會
ヲ
組
成
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
」
と
い
う
條
文
の
新
設



が
「
各
員
賛
成
」
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
松
岡
の
襲
言
に
も
「
戸
主
後
見
ヲ
爲
ス
ト
キ
〈
別
二
親
族
禽
ヲ
開
設
ス
ル
カ
否
ヲ
確
二
論
決
シ
タ
シ
」

と
あ
翻
ω
こ
の
決
定
は
・
明
ら
か
に
戸
主
が
後
見
人
で
あ
る
と
き
親
族
禽
を
不
要
と
す
る
意
見
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
論
議

を
経
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
決
定
は
元
老
院
提
出
案
に
採
用
さ
れ
ず
、
結
局
元
老
院
の
審
議
で
實
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
法
律
取

調
委
員
會
で
は
達
成
で
き
な
か
つ
た
棋
村
の
意
見
が
漸
く
實
を
結
ん
だ
一
例
で
臥
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、
前
述
の
決
定
よ
り
さ
ら
に
一
歩
を
す

す
め
、
戸
主
が
後
見
人
で
あ
る
と
き
に
限
ら
ず
、
戸
主
が
後
見
人
で
な
い
場
合
に
も
、
戸
主
が
成
年
な
ら
ば
、
親
族
會
を
設
け
な
い
規
定
と
し
て

出
現
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
「
人
事
編
俗
解
」
が
「
戸
主
成
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
家
族
ノ
事
ヲ
負
捲
ス
ル
モ
ノ
．
一
シ
テ
別
一
一
親
族
會
ヲ
設
ク
ル
ノ
要
ナ

シ
」
と
詮
明
す
る
の
は
、
素
直
な
解
繹
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
醤
民
法
の
親
族
禽
は
、
戸
主
が
未
成
年
の
と
き
に
の
み
原
則
と
し
て
置
か
れ
る

機
關
で
鎚
本
家
・
分
家
の
呈
蓄
縫
そ
歪
列
席
し
葛
馳
整
し
も
な
い
（
灘
違
慷
蕎
観
袈
元
〉
．

こ
れ
笈
し
て
・
盟
異
の
親
族
霞
芦
主
叢
年
虜
る
か
否
か
驕
墜
く
、
戸
主
は
會
議
晶
催
藷
求
㌻
る
が
（
題
、
た

と
え
肇
尊
あ
つ
て
も
親
族
禽
堪
な
い
・
」
竜
奢
・
そ
の
瞳
濃
霞
出
庖
三
息
見
蓬
べ
急
写
婁
い
（
鍾
．
ま
た
本

家
・
分
家
の
呈
魯
楚
は
會
讐
馨
ず
、
そ
の
と
き
は
、
こ
れ
庭
出
席
し
て
意
暑
葵
る
だ
け
募
る
（
繭
）
．

　
爾
法
典
を
比
較
し
、
い
ず
れ
が
戸
主
の
地
位
を
重
ん
じ
た
か
は
、
い
わ
ず
し
て
明
白
で
あ
ろ
う
。

（
十
二
）
　
家
族
の
庶
子
及
び
私
生
子
の
入
籍
同
意
椹

　
明
治
民
法
第
七
百
三
十
五
條
　
家
族
ノ
子
ニ
シ
テ
嫡
出
二
非
サ
ル
者
ハ
戸
主
ノ
同
意
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
家
。
一
入
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
嫡
出
二
非
サ
ル
子
力
父
ノ
家
二
入
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
母
ノ
家
二
入
ル
母
ノ
家
二
入
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
一
家
ヲ
創
立
ス

　
奮
民
法
　
ナ
シ

　
元
老
院
提
出
案
ま
で
は
存
在
し
た
こ
の
種
の
規
定
を
、
元
老
院
で
削
除
し
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
（
淋
蹄
銅
躰
難
前
〉
。
そ
れ
が
、
從
來
の
慣
習

に
一
任
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
渦
そ
の
際
読
明
し
た
通
り
で
あ
る
。
明
治
民
法
の
規
定
は
、
戸
主
椹
の
「
観
念
的
強
化
」
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
五
九
三
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
五
九
四
）

（
十
三
）
　
他
家
相
績
、
分
家
、
慶
絶
家
再
興
の
同
意
椹

　
明
治
民
法
第
七
百
四
十
三
條
　
家
族
ハ
戸
主
ノ
同
意
ア
ル
ト
キ
ハ
他
家
ヲ
相
績
ジ
、
分
家
ヲ
爲
シ
叉
ハ
慶
絶
シ
タ
ル
本
家
、
分
家
、
同
家
其
他

　
　
親
族
ノ
家
ヲ
再
興
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
未
成
年
者
ハ
親
権
ヲ
行
フ
父
若
ク
ハ
母
叉
ハ
後
見
人
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
奮
民
法
　
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

　
　
註
　
戸
籍
法
第
五
十
九
條
（
第
幽
議
會
提
出
政
府
原
案
）
　
分
家
ヲ
爲
シ
、
慶
家
絶
家
ヲ
再
興
シ
若
ク
ハ
一
家
ヲ
新
立
シ
タ
ル
ニ
因
リ
テ
戸
主
ト
爲
リ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
ハ
戸
主
ヨ
リ
十
日
内
二
左
ノ
諸
件
ヲ
具
シ
テ
其
旨
ヲ
届
出
ツ
可
シ
但
分
家
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
本
家
戸
主
モ
共
二
届
出
ツ
可
シ

　
　
　
　
第
一
　
戸
主
ノ
氏
名
、
出
生
ノ
年
月
日
時
、
職
業
、
本
籍
地

　
　
　
　
第
二
　
家
族
ノ
名
、
出
生
ノ
年
月
日
時

　
　
　
　
第
三
　
戸
主
及
ヒ
家
族
ノ
養
實
父
母
ノ
氏
名
、
職
業
、
本
籍
地

　
　
　
　
第
四
　
戸
主
ト
爲
リ
タ
ル
原
因
、
年
月
日

　
　
　
慶
家
絶
家
ノ
再
興
二
付
テ
ハ
其
再
興
セ
ン
ト
ス
ル
家
ノ
最
近
毅
届
及
ヒ
其
家
ノ
本
尿
又
ハ
分
家
ノ
戸
主
許
諾
書
ヲ
差
出
ス
可
シ

分
家
に
關
す
る
規
定
莞
老
院
提
出
案
薯
奢
（
藩
〉
、
し
か
も
そ
れ
は
戸
主
の
同
馨
悪
な
竃
の
墓
つ
を
と
豊
剛
鑑
べ
た
．

こ
の
規
定
が
何
莞
老
院
箭
除
さ
れ
た
か
、
疑
閲
が
あ
る
こ
と
は
前
葺
蓬
べ
た
響
で
あ
る
（
鍮
翌
購
前
）
．
ま
た
雲
襲
再
興
窺

定
晃
老
院
欝
案
譲
存
奮
（
薦
V
、
「
本
家
」
「
盆
、
」
「
戸
主
ノ
許
茜
を
必
警
し
て
い
た
の
高
じ
喬
塗
た
の
墓
り
、
こ
の
理

由
も
わ
か
ら
な
い
こ
註
、
や
は
り
要
蓬
べ
た
（
棚
）
．

分
家
讐
民
替
身
巻
定
し
て
い
た
わ
窄
催
く
、
分
家
の
季
奮
る
隻
専
く
な
く
琶
（
欄
難
鱗
謬
薦
難
攣
獄
條
〉
．

お
そ
ら
く
元
老
院
委
員
會
の
忘
失
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
慶
絶
家
再
興
の
閻
題
は
「
慣
習
」
に
一
任
す
る
企
圖
と
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は

こ
れ
も
立
法
上
の
過
失
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
奮
民
法
公
布
後
、
そ
の
附
属
法
案
と
し
て
内
務
省
で
起
草
さ
れ
第
一
議
會
に
提
出
さ
れ
た
戸
籍
法
案
に
よ
る
と
、
前
掲
第
五
九
條
に
こ
れ
ら
の



貼
を
規
定
し
て
い
る
。
分
家
の
場
合
は
本
家
戸
主
を
共
同
屈
出
人
に
し
、
慶
絶
家
再
興
の
場
合
は
「
本
家
叉
ハ
分
家
ノ
戸
主
ノ
許
諾
書
」
を
添
付

さ
せ
て
い
る
。
共
同
届
出
人
に
し
た
こ
と
は
、
結
局
實
質
的
に
み
れ
ば
、
戸
主
の
許
諾
な
く
し
て
は
、
分
家
が
な
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
7
8
）

こ
の
よ
う
な
取
扱
は
、
明
治
前
期
の
憤
習
法
に
則
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
實
龍
法
の
嵌
除
を
、
手
績
法
で
補
填
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
攣
則
で
あ
る

が
、
醤
民
法
公
布
後
そ
の
欲
陥
を
み
と
め
、
止
む
を
得
ず
行
わ
れ
た
措
置
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
も
し
も
蓉
民
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
戸
籍
法
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
戸
主
同
意
椹
が
奮
民
法
の
そ
れ
に
附
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
民
法
の
場
合
、
分
家
す
る
家
族
に
封
す
る
戸
主
の
同
意
椹
と
同
じ
く
、
慶
絶
家
を
再
興
せ
ん
と
す
る
家
族
に
封
し
、
そ
の
家
族
の
驕
す
る

家
の
戸
主
の
同
意
椹
を
規
定
す
る
が
、
前
掲
戸
籍
法
の
場
合
は
、
慶
絶
家
の
本
家
ま
た
は
分
家
の
戸
主
の
向
意
椹
で
あ
つ
て
、
慶
絶
家
を
再
興
せ

ん
と
す
る
者
の
属
す
る
家
の
戸
主
の
同
意
は
必
要
で
な
い
。
こ
の
黙
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
ま
た
他
家
相
績
に
つ
い
て
は
、
奮
民
法
、
第
一
議

會
提
出
戸
籍
法
共
に
何
の
規
定
も
な
い
。

（
十
四
）
　
家
族
た
る
養
子
が
養
親
の
死
亡
後
、
離
縁
を
な
す
場
合
の
同
意
椹

　
明
治
民
法
第
八
百
六
十
二
條
第
三
項
　
養
親
力
死
亡
シ
タ
ル
後
養
子
力
離
縁
ヲ
爲
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
テ
之
ヲ
爲
ス
コ
ト

　
　
ヲ
得

　
奮
民
法
　
ナ
シ

　
奮
民
法
第
一
草
案
は
「
縁
組
ハ
人
ノ
身
分
ヲ
攣
更
ス
ル
行
爲
ニ
シ
テ
民
法
上
親
子
ノ
關
係
ヲ
造
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
確
定
シ
テ
攣
更
セ
サ
ル

　
　
　
　
（
7
9
）

ヲ
良
シ
ト
ス
」
と
の
見
解
か
ら
、
養
子
縁
組
の
離
縁
を
み
と
め
て
い
な
か
つ
た
が
、
再
調
査
案
以
來
、
離
縁
の
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
離
縁
が
、
原
則
と
し
て
養
親
養
子
薯
の
生
奮
の
奇
能
墓
る
と
ぢ
震
は
麩
寳
し
て
い
る
（
嘉
鞍
慶
藝
糞
㌫
論

略
礁
慈
撫
法
）
。
そ
れ
が
た
め
明
治
民
法
第
八
六
二
條
三
項
に
該
當
す
る
規
定
を
有
ル
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
奮
民
法
第
一
四
二
條
二
項

「
養
子
ト
爲
リ
タ
ル
者
力
禁
治
産
中
二
在
ル
ト
キ
ハ
實
家
ノ
父
母
、
租
父
母
又
ハ
戸
主
ヨ
リ
離
縁
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
規
定
は
、
明

　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
橿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
五
九
五
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
五
九
六
）

治
民
法
に
存
在
し
な
い
．
明
治
民
法
で
は
、
こ
の
場
合
、
本
人
が
後
異
の
同
意
を
得
て
葉
㌻
る
の
墓
る
（
椴
羅
V
．

　
以
上
は
明
治
民
法
と
醤
民
法
の
規
定
を
、
戸
主
権
を
中
心
と
し
て
逐
條
的
に
比
較
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
こ
こ
で
、
概
括
的
に
こ

の
間
題
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
家
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
奮
民
法
が
夫
婦
中
心
の
小
家
族
制
を
豫
想
し
、

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

明
治
民
法
が
よ
り
大
家
族
制
を
構
想
し
た
と
も
み
ら
れ
ず
、
戸
主
は
男
子
た
る
べ
し
の
原
則
も
實
質
的
に
み
れ
ば
、
明
治
民
法
が
か
な
ら
ず
し
も

強
化
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
親
族
入
籍
同
意
椹
、
引
取
入
籍
同
意
権
の
相
違
も
僅
少
で
あ
り
、
家
族
の
後
見
人
、
保
佐
人
と
な
る
椹
利
義
務
、

家
族
の
禁
治
産
準
禁
治
産
の
宣
告
叉
は
そ
の
宣
告
の
取
消
請
求
椹
も
ほ
と
ん
ど
攣
化
が
な
い
。
戸
主
の
家
族
に
封
す
る
居
所
指
定
椹
、
家
族
の
庶

子
、
私
生
子
の
入
籍
同
意
椹
に
つ
い
て
は
、
明
治
民
法
に
戸
主
椹
の
「
観
念
的
張
化
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
戸
主
の
扶
養
義
務
、
親

族
會
に
射
す
る
椹
利
の
ご
と
き
は
、
明
治
民
法
の
方
が
戸
主
の
立
場
を
弱
め
て
い
る
し
、
戸
主
と
家
族
の
財
産
關
係
も
ま
た
奮
民
法
の
方
が
「
家

族
の
財
産
所
有
」
の
観
念
に
乏
し
い
。
戸
主
の
家
族
の
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
封
す
る
同
意
椹
は
も
つ
と
も
議
論
の
多
い
黙
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
爾

法
典
に
お
け
る
養
子
縁
組
の
制
度
上
の
相
違
を
考
慮
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
分
家
、
慶
絶
家
再
興
に
封
す
る
戸
主
の
同
意
権
は
、
奮

民
法
上
の
献
陥
と
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
附
属
法
で
あ
る
戸
籍
法
で
、
補
填
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
明
治
民
法
の
戸

主
椹
張
化
の
誰
櫨
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
其
の
他
、
民
法
學
者
に
よ
つ
て
「
戸
主
権
で
は
な
い
戸
主
の
椹
利
」
と
い
わ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
自

ら
驚
（
誰
購
盤
撫
遜
、
葡
壌
塾
卜
）
、
獲
窪
潅
利
（
螢
蘇
程
転
湖
議
法
）
、
ま
蒙
霜
奨
屡
馨
鍵
の
輪

（
蠣
雛
難
覇
鯉
歳
紮
控
徽
）
あ
る
い
壕
族
の
諜
霜
攣
雇
利
（
譲
購
懸
難
攣
繕
等
矯
、
取
り
た
て
て
い
う
程
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

違
い
は
な
い
が
、
家
族
の
遺
産
を
相
綾
す
る
戸
主
の
順
位
は
、
奮
民
法
が
明
治
民
法
よ
り
や
や
上
位
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
爾
法
典
の
戸
主
椹

は
一
言
に
し
て
い
え
ば
「
大
同
小
異
」
と
稔
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
爾
法
典
の
牛
封
建
的
性
格
の
類
似
性
、
い
い
か
え
る
と
近
代
的
な
も
の

と
前
近
代
的
な
も
の
と
の
交
錯
の
度
合
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
つ
た
こ
と
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。



（
1
）
從
來
、
奮
民
法
の
立
法
趣
旨
を
諭
ず
る
場
合
、
第
一
草
案
の
読
明
書
で
あ
る
「
民
法
人
事
編
理
由
書
」
を
典
採
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も

　
　
珍
ら
し
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
一
草
案
と
同
一
趣
旨
の
條
交
に
封
し
て
な
ら
ば
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
が
、
全
く
憂
化
し
て
し
ま
つ
た
規
定
に
ま
で
、
同
書
を

　
　
利
用
す
る
こ
と
は
見
當
蓮
い
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
こ
の
派
の
主
な
る
丈
献
は
、
卒
野
義
太
郎
「
朋
治
法
學
史
に
於
け
る
一
學
派
」
・
「
家
を
中
心
と
す
る
身
分
法
の
成
立
史
」
（
何
れ
も
「
目
本
資
本
主
義
の
機
構

　
　
と
法
律
」
所
牧
）
、
玉
城
肇
「
目
本
家
族
史
－
朋
治
以
後
ー
」
（
家
族
制
度
全
集
・
家
・
史
論
編
W
Y
「
目
本
家
族
制
度
論
」
、
　
星
野
麺
「
明
治
民
法
編
纂
史
研

　
　
究
」
・
「
民
法
典
論
孚
史
」
及
び
註
（
4
）
に
あ
げ
る
同
氏
の
諸
論
丈
等
。

（
3
）
　
我
妻
榮
教
授
は
「
現
行
法
（
糊
齢
報
聴
畿
指
）
が
奮
民
法
に
比
し
て
牛
封
建
的
家
族
制
度
の
復
活
を
實
現
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
に
封
し
て
は
、
賛
成
を
躊
躇
せ

　
　
ざ
る
を
得
な
い
」
と
「
通
読
」
に
反
封
さ
れ
、
そ
の
理
由
は
明
治
民
法
の
「
審
議
の
全
過
程
を
検
討
し
て
、
こ
の
読
を
肯
定
す
る
根
橡
は
遽
に
こ
れ
を
資
見
し

　
　
得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
家
族
制
度
法
律
論
の
愛
遷
・
「
家
の
制
度
」
二
〇
三
頁
ー
二
〇
四
頁
）
。
中
川
善
之
助
教
授
は
　
「
ど
つ
ち
が
近
代
的
で
あ
り
、
ど

　
　
つ
ち
が
封
建
的
で
あ
つ
た
か
は
一
概
に
断
定
で
迭
な
い
」
と
さ
れ
、
二
、
三
の
例
を
あ
げ
て
居
ら
れ
る
（
註
繹
親
族
法
上
巻
・
四
頁
）
。

（
4
）
　
中
村
教
授
が
「
民
法
典
論
争
の
性
格
」
　
（
本
誌
第
二
五
巷
第
＋
號
）
に
お
い
て
、
星
野
博
士
、
玉
城
氏
等
の
「
通
説
」
を
批
判
さ
れ
た
の
に
封
し
、
星
野
博

　
　
士
は
「
再
び
『
奮
民
法
典
と
松
岡
康
毅
の
身
分
法
論
』
に
つ
い
て
」
（
松
山
商
大
論
集
第
三
巻
第
二
號
）
を
書
い
て
答
え
ら
れ
た
が
（
穗
積
先
生
追
悼
論
文
集
「
家

　
　
族
法
の
諸
問
題
」
所
載
の
同
名
論
丈
に
前
丈
を
邉
加
さ
れ
且
つ
内
容
を
多
少
訂
正
さ
れ
た
も
の
）
、
さ
ら
に
中
村
教
授
が
「
蓉
民
法
と
そ
の
性
格
」
（
本
誌
第
二

　
　
六
巻
第
二
號
）
を
書
い
て
問
題
を
追
求
さ
れ
る
に
及
び
、
星
野
博
士
も
「
奮
民
法
人
事
編
の
性
格
に
つ
い
て
1
再
び
慶
態
大
學
中
村
教
授
に
答
ふ
」
　
（
松
山
商

　
　
大
・
創
立
三
十
週
年
記
念
論
丈
集
）
を
書
い
て
反
駁
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
星
野
博
士
は
「
奮
民
法
典
人
事
編
性
格
論
補
考
」
を
登
表
し
、
相
憂
ら
ず
自
読
の
正

　
　
當
性
を
主
張
さ
れ
て
「
中
村
論
か
、
私
見
か
、
い
づ
れ
の
法
典
性
格
論
が
正
し
い
か
は
結
局
第
三
者
の
批
判
に
ま
つ
外
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
蓮
べ
て
お
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

　
　
（
松
山
商
大
論
集
第
四
巷
第
二
號
八
頁
）
。
本
稿
が
、
そ
う
し
た
「
第
三
者
の
批
判
」
の
さ
さ
や
か
な
一
つ
と
し
て
、
星
野
博
士
に
う
け
と
ら
れ
る
な
ら
ば
幸
で

　
　
あ
る
。

（
5
）
　
拙
稿
「
星
野
通
教
授
著
『
民
法
典
論
争
史
』
を
讃
み
て
」
本
誌
第
二
三
巷
一
、
二
、
三
合
併
號
・
九
一
頁
。

（
6
）
　
「
民
法
中
修
正
案
理
由
書
」
は
朋
治
三
十
一
年
六
月
博
文
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
民
法
商
法
修
正
案
理
由
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
凡
例
に
よ
る

　
　
と
、
　
「
法
案
を
今
期
帝
國
議
會
に
提
出
す
る
に
當
り
、
そ
の
読
朋
を
助
け
ん
が
爲
に
爾
院
に
同
迭
し
た
る
も
の
」
で
あ
る
。
執
筆
者
は
朋
示
し
て
な
い
が
、
仁

　
　
井
田
盆
太
郎
博
士
の
「
民
法
編
纂
の
思
ひ
出
」
に
よ
る
と
、
民
法
起
草
補
助
委
員
が
執
筆
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
（
丈
藝
春
秋
第
十
五
巻
六
號
五
頁
）
。
補

　
　
助
委
員
は
仁
井
田
博
士
を
は
じ
め
仁
保
轟
秘
、
松
波
仁
一
郎
の
三
博
士
で
あ
る
。

（
7
）
　
我
妻
・
前
掲
書
・
一
八
六
頁
。

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
樺

六
七

（
五
九
七
）



（
8
）

（
9
）

（
エ
o
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
1
7
）

（
18
）

（
廻
）

（
2
0
）

　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
蓉
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
僅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
（
五
九
八
）

　
中
村
・
前
掲
論
文
・
本
誌
第
二
五
巻
十
號
二
一
頁
ー
コ
ニ
頁
。

　
玉
城
・
前
掲
家
族
史
・
前
揚
杢
集
二
〇
〇
頁
－
二
〇
一
頁
、
前
掲
家
族
制
度
論
八
三
頁
－
八
五
頁
も
同
趣
旨
。

　
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
念
號
三
二
一
頁
ー
三
二
二
頁
。

　
青
山
道
夫
「
戸
主
椹
論
」
日
本
家
族
制
度
の
研
究
・
四
九
頁
。

　
「
既
法
草
案
人
事
編
理
由
書
」
上
巻
・
第
一
章
二
五
枚
目
裏
。
な
お
、
玉
城
氏
は
、
親
届
と
親
族
の
「
匿
別
は
十
分
に
は
明
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
親
矯
は

明
治
民
法
の
血
族
に
あ
た
る
も
の
で
あ
リ
、
親
族
は
も
つ
と
ひ
ろ
い
關
係
を
も
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
親
族
の
内
容
が
は
つ
き
り
規
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
爾
者
の
差
異
が
明
か
に
な
ら
な
い
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
お
け
る
親
族
は
な
ん
ら
の
法
律
上
の
關
係
も
も
た
ず
、
慣
習
上
で
親
族
と
稻
せ
ら
れ
て
い
る
も

の
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
る
が
（
前
掲
家
族
制
度
論
．
八
○
頁
）
こ
れ
は
誤
解
で
あ
り
、
奮
民
法
の
「
馬
」
は
績
き
柄
す
な
わ
ち
「
法
律
上

の
關
係
」
を
い
い
、
　
「
族
」
は
そ
の
關
係
の
「
人
」
を
指
す
。

　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
裁
判
所
及
司
法
官
意
見
書
」
　
（
上
）
學
振
版
．
二
四
〇
枚
表
。

　
「
戸
主
ノ
婦
ハ
其
戸
主
ノ
家
族
ト
爲
ス
」
を
わ
ざ
わ
ざ
第
二
項
と
す
る
特
別
の
意
味
も
な
い
し
、
ま
た
第
一
項
に
入
れ
る
場
合
「
戸
主
ト
ハ
一
家
ノ
長
ヲ
謂

ヒ
家
族
ト
ハ
恥
躰
罰
缶
い
親
旋
泌
い
斥
も
ハ
酷
跡
魯
ヲ
謂
フ
」
と
す
れ
ば
、
戸
主
か
ら
み
て
遠
い
姻
族
ま
で
（
拡
瓢
勲
）
が
戸
主
の
配
偶
者
の
前
に
出
る
。
立
法
技

術
と
し
て
は
、
や
は
り
「
戸
主
ノ
配
偶
者
」
を
前
に
お
く
の
が
順
當
で
あ
ろ
う
。
な
お
配
偶
者
を
親
族
中
に
加
え
な
い
こ
と
は
、
奮
民
法
が
第
一
草
案
以
來
終

始
量
ら
な
い
貼
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
封
す
る
異
見
が
編
纂
中
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
形
跡
も
、
私
の
知
る
限
り
で
は
な
い
。
こ
の
鮎
は
明
治
民
法
（
砒
陀
）
の
場

合
と
は
異
な
り
、
た
し
か
に
西
洋
民
法
の
構
成
に
倣
つ
た
も
の
と
い
え
る
。
從
つ
て
、
私
徽
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
通
詮
」
に
敢
て
反
封
し
な
い
（
例
え
ば
星

野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
念
號
三
二
【
頁
参
照
）
。

　
元
老
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
修
正
理
由
は
、
残
念
な
が
ら
朋
ら
か
で
な
い
。

　
註
（
1
0
）
に
同
じ
。

　
玉
城
・
前
掲
家
族
制
度
論
・
九
六
頁
。

　
前
掲
人
事
編
理
由
書
上
巷
・
十
二
章
二
枚
目
裏
。

　
松
岡
は
前
揚
「
民
法
人
事
編
二
樹
ス
ル
各
意
見
」
に
お
い
て
「
戸
主
ヲ
代
表
シ
ト
云
フ
ハ
如
何
ナ
ル
名
義
タ
ル
ヤ
甚
タ
不
明
ナ
リ
」
と
逸
べ
て
い
る
（
「
民
法

編
纂
二
關
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
」
（
三
）
學
振
版
・
二
〇
九
枚
裏
）
。

　
こ
の
草
案
に
封
し
て
、
秋
田
始
審
裁
判
所
は
所
長
薄
井
龍
之
他
四
名
の
裁
判
官
か
ら
共
同
で
「
本
邦
ノ
慣
習
」
に
從
い
、
第
一
草
案
の
復
活
を
具
申
し
て
い

る
し
、
ま
た
輻
岡
縣
知
事
安
場
保
和
も
同
様
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
（
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
裁
判
所
及
司
法
官
意
見
書
」
（
中
）
學
振
版
・
六
五
枚
裏
）
。
ま
た
福



　
　
井
姶
審
裁
判
所
長
芹
澤
政
温
、
同
検
事
田
中
來
三
郎
も
「
婦
ノ
椹
威
ノ
下
　
在
ル
入
夫
ハ
必
ス
ヤ
人
ノ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
所
ト
ナ
ル
」
か
ら
婦
が
「
良
縁
ヲ
得
ル

　
　
能
ハ
ス
」
と
い
う
理
由
で
、
同
意
見
を
具
申
し
て
い
る
（
前
掲
書
二
一
四
枚
表
）
。

（
2
1
）
　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
」
（
三
）
學
振
版
・
二
二
九
枚
裏
。
尾
崎
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、
家
産
保
持
の
み
の
た
め
な
ら
ば
、
法
定
夫
婦
財
産
制

　
　
の
規
定
の
仕
方
で
十
分
目
的
を
達
す
る
の
で
あ
り
、
女
戸
主
の
存
績
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
立
法
技
術
と
し
て
は
甚
だ
拙
劣
で
あ
る
。
尾
崎
が
そ
れ
に
反
翼
し
、

　
　
松
岡
が
疑
間
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
（
註
（
19
）
滲
照
）
、
「
戸
主
ヲ
代
表
シ
云
々
」
の
條
丈
は
、
彼
等
進
歩
派
の
構
想
で
は
な
か
つ
た
も
の
と
推
定

　
　
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
條
が
男
女
卒
等
思
想
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
私
の
見
解
を
一
暦
確
實
に
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
う
が
つ
た
推
測

　
　
を
す
れ
ば
、
正
當
な
議
論
も
尾
崎
の
主
張
で
あ
つ
た
か
ら
、
彼
の
反
封
派
す
な
わ
ち
桓
村
、
村
田
等
の
保
守
派
に
う
け
入
れ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
2
）
　
法
律
取
調
委
員
の
一
人
で
あ
る
箕
作
麟
祥
も
第
一
草
案
を
改
め
た
理
由
を
「
矢
張
家
ヲ
重
ン
ス
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
論
力
盛
ン
テ
ア
ヅ
テ
女
力
外
カ
ラ
選
入
ツ

　
　
テ
來
テ
戸
主
ト
爲
ル
ノ
ハ
往
カ
ナ
イ
カ
戸
主
ハ
家
二
着
イ
テ
居
ル
カ
ラ
夫
レ
ヲ
女
二
着
ケ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
テ
ア
ッ
タ
」
と
い
つ
て
い
る

　
　
（
「
法
典
調
査
倉
議
事
速
記
録
」
犀
振
版
・
第
四
三
巷
五
六
枚
裏
）
。

（
23
×
24
）
　
樋
山
廣
業
「
民
法
人
事
編
俗
解
」
（
明
治
二
四
年
）
三
六
五
頁
i
三
六
六
頁
。

（
2
5
）
　
前
掲
蓮
記
録
・
學
振
版
・
第
四
三
巷
五
七
枚
表
。

（
2
6
）
　
玉
城
・
前
掲
家
族
史
・
前
掲
全
集
ニ
ニ
ニ
頁
。

（
餌
）
　
村
田
保
が
女
戸
主
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
彼
が
財
産
獲
得
編
第
二
部
再
調
査
案
？
第
五
四
八
條
に
欝
し
て
述
べ
た
意
見
に
目
く
「
入
夫
タ
リ
ト
モ

　
　
夫
ハ
夫
ナ
リ
郎
婦
ノ
管
理
者
ナ
リ
又
戸
主
タ
リ
ト
モ
婦
ハ
婦
ナ
リ
」
「
凡
ソ
男
子
タ
ル
者
力
己
レ
ノ
物
ヲ
己
レ
カ
随
意
二
爲
ス
ヲ
得
ス
シ
テ
一
一
己
ノ
妻
　
承

　
　
諾
ヲ
請
フ
ヘ
シ
ト
ハ
如
何
ナ
ル
鼻
垂
挺
流
ノ
者
タ
リ
ト
モ
自
ラ
男
子
タ
ル
事
ヲ
知
ル
者
ハ
死
ス
ル
モ
決
シ
テ
入
夫
タ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、
若
シ
法
律
ヲ
以
テ
男
椹
ヲ

　
　
シ
テ
女
椹
二
劣
ラ
シ
ム
ル
事
此
ノ
如
ク
卑
且
随
ナ
ラ
シ
ム
レ
ハ
、
恐
ラ
ク
世
界
無
二
、
古
今
未
曾
有
ノ
愚
渋
ナ
リ
ト
ノ
調
ヲ
受
ケ
ン
」
（
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル

　
　
意
見
書
」
（
一
號
）
學
振
版
・
三
七
三
枚
表
裏
）
。
父
椹
萬
能
思
想
で
あ
り
、
男
女
李
等
の
ご
と
き
は
杢
く
考
慮
外
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奮
民
法
は
、
こ

　
　
の
よ
う
な
思
想
の
人
々
が
、
主
導
灌
を
握
つ
て
成
立
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
こ
の
第
五
四
八
條
が
修
正
さ
れ
た
の
が
、
財
産
取
得
編
第

　
　
四
三
〇
條
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
立
法
過
程
を
知
り
え
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

（
2
8
）
　
前
掲
修
正
案
理
由
書
に
よ
る
と
「
是
亦
奮
慣
二
傍
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
別
二
説
明
ヲ
費
サ
ス
」
（
一
〇
頁
）
と
云
う
が
、
但
書
の
部
分
が
、
從
前
の
慣
習
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
し

　
　
反
す
る
こ
と
は
、
朋
治
民
法
施
行
直
後
に
出
版
さ
れ
た
「
民
法
難
誌
」
が
「
理
由
書
に
は
從
來
の
奮
慣
に
依
り
た
る
旨
の
説
朋
あ
れ
ど
も
此
の
如
き
慣
習
は
未

　
　
た
曾
て
無
き
所
な
η
」
（
第
】
九
號
一
一
七
二
頁
．
明
治
三
十
四
年
）
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
嘗
時
の
奮
慣
に
つ
い
て
は
「
民
法
正
義
」
人
事
編
巻
之
二

朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
穰

六
九

（
五
九
九
）



　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
六
〇
〇
）

　
　
六
三
頁
以
下
滲
照
。
玉
城
氏
は
「
妻
が
夫
に
封
し
て
自
ら
の
戸
主
椹
を
維
持
す
る
た
め
に
意
思
表
示
を
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
P
得
な
い
」
と
い
わ
れ
る

　
　
（
玉
城
・
前
掲
家
族
制
度
論
・
九
六
頁
）
。
し
か
し
、
・
〆
、
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
う
し
た
但
書
の
も
つ
意
味
を
無
覗
し
た
の
で
は
、
法
典
の
比
較
は
成
η
立
た

　
　
な
い
。

（
29
）
　
法
典
調
査
倉
に
お
い
て
長
谷
川
喬
委
員
は
「
夫
ト
云
フ
資
格
ヵ
ラ
見
レ
ハ
女
房
二
封
シ
テ
え
ら
い
ヤ
ゥ
タ
カ
戸
主
ト
イ
フ
名
義
カ
ラ
見
レ
ハ
女
房
ノ
命
令
．
一

　
　
從
ハ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
爲
ル
ト
ト
ウ
モ
不
椹
衡
ト
思
ヒ
マ
ス
既
成
法
典
ノ
如
ク
ス
ル
ナ
ラ
ハ
更
二
戸
主
椹
ヲ
代
表
シ
テ
行
ツ
テ
居
ル
カ
ラ
衝
突

　
　
ヲ
來
サ
ヌ
ケ
レ
ト
モ
是
テ
見
ル
ト
云
フ
ト
戸
主
制
度
ヲ
認
メ
テ
置
テ
妻
タ
ル
者
力
夫
ノ
上
二
立
ツ
テ
命
令
権
ヲ
持
ツ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
如
何
ニ
モ
不
都
合
ト
思
ヒ

　
　
マ
ス
」
（
前
揚
速
記
錬
・
學
振
版
・
第
四
三
巻
五
八
枚
裏
）
と
、
奮
民
法
と
比
較
し
て
、
こ
の
例
外
に
反
到
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
0
×
3
1
）
　
前
掲
修
正
案
理
由
書
・
一
五
頁
。

（
3
2
）
　
玉
城
・
前
掲
家
族
制
度
論
・
二
一
二
頁
。

（
33
）
　
梅
謙
次
郎
「
法
典
批
評
・
扶
養
の
義
務
」
法
學
協
愈
雑
誌
第
一
二
巻
七
號
五
九
一
頁
－
五
九
二
頁
。
星
野
教
授
は
「
奮
法
典
に
お
い
て
は
勿
論
戸
主
と
親
と
の

　
　
養
育
義
務
に
關
す
る
順
位
を
さ
だ
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
寧
ろ
自
然
法
的
精
神
に
立
脚
し
て
奮
法
典
が
制
定
さ
れ
た
と
せ
ぼ
、
戸
主
と
親
と
が
同
一
人
に
非
ざ

　
　
る
か
ぎ
P
親
が
、
從
て
縁
組
に
よ
る
親
子
關
係
に
お
い
て
は
寧
ろ
養
親
が
戸
主
の
先
順
位
者
と
し
て
養
子
に
勤
す
る
養
育
義
務
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

　
　
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
前
掲
論
文
・
前
掲
記
念
號
二
曇
二
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
「
自
然
法
的
精
神
云
々
」
と
い
う
の
は
、
博
士
に
よ
る
と
「
起
草
者
」

　
　
は
「
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
の
薫
陶
を
う
け
た
自
然
法
畢
的
傾
向
の
フ
ラ
ン
ス
法
學
履
修
者
で
あ
つ
た
」
　
（
前
掲
書
．
三
一
九
頁
）
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

　
　
し
、
前
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
れ
は
第
一
草
案
の
起
草
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
の
修
正
に
は
、
彼
等
は
實
質
的
に
は
關
係
し
な
い
。
戸
主
制
度
の
ご
と
き
も

　
　
も
ち
ろ
ん
彼
等
の
立
案
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
昆
野
博
士
は
そ
の
見
解
を
改
め
ら
れ
る
や
否
や
、
御
敏
示
を
得
た
い
貼
で
あ
る
。

（
誕
）
　
玉
城
氏
は
明
治
民
法
の
「
扶
養
ノ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
い
う
の
は
「
張
」
い
「
表
現
」
で
あ
り
、
奮
民
法
の
「
養
育
ノ
費
用
ヲ
負
措
ス
」
と
い
う
の
は
「
比
較

　
　
的
弱
」
い
「
表
現
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
前
掲
家
族
史
・
前
揚
全
集
・
二
一
四
頁
）
。
こ
れ
は
言
葉
に
封
す
る
感
畳
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な

　
　
感
じ
を
う
け
な
い
。
我
妻
教
授
も
皐
城
氏
の
読
に
反
封
L
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
書
・
一
九
五
頁
）
。

（
訪
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
38
）

（
39
）

「
明
治
以
降
敏
育
制
度
襲
達
史
」
第
三
巻
一
二
三
頁
－
二
一
四
頁
。

こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
青
山
教
授
が
詳
し
く
考
護
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
・
四
三
頁
以
下
参
照
）
。

す
で
に
前
掲
「
民
法
雑
誌
」
も
「
離
籍
は
此
民
法
の
創
制
な
り
」
と
、
こ
の
鮎
を
指
摘
し
て
い
た
（
第
二
〇
號
・
一
一
九
五
頁
）
。

星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
念
號
・
三
コ
五
頁
。

我
妻
敏
授
も
明
治
民
法
が
居
所
指
定
椹
を
「
多
少
強
化
し
た
」
と
い
わ
れ
（
前
掲
書
・
一
九
五
頁
）
、
中
村
致
授
も
「
奮
民
法
が
明
治
民
法
と
比
較
し
て
進
歩



（（（（（（45　44　43　42　41　40

））））））

（　（　（　（　　（　（
52　50　49　48　47　46
）　）　　）　　）　　）　）
　　　
星邑主推前前

（
5
3
）

（
5
4
）

（
55
）

（
5
6
）

（（5857
））

的
だ
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
鮎
だ
け
で
あ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
論
丈
・
本
誌
第
二
五
巷
十
號
｛
O
頁
）
。

　
玉
城
・
家
族
史
・
前
掲
全
集
二
叫
二
頁
、
前
掲
家
族
制
度
論
・
【
↓
八
頁
も
同
趣
旨
。

　
前
掲
修
正
案
理
由
書
・
コ
ハ
頁
。

　
中
田
・
前
掲
家
族
制
度
の
沼
革
、
法
學
新
報
第
七
三
三
號
七
頁
。

　
玉
城
・
前
掲
家
族
制
度
論
・
一
二
〇
頁
。

　
「
民
法
正
義
」
人
事
編
巻
一
・
第
四
章
二
〇
七
頁
－
二
〇
八
頁
、
第
七
章
二
昌
六
頁
。

　
再
調
査
案
で
は
、
縁
組
に
は
「
尊
薦
親
又
ハ
親
族
會
ノ
許
諾
書
」
（
矩
軌
條
）
、
婚
姻
に
は
「
父
母
、
祀
父
母
、
親
族
會
ノ
許
諾
書
」
（
衡
籔
漁
）
と
、
限
定
的
に
書

か
れ
、
そ
の
代
リ
戸
主
の
許
諾
書
は
第
三
四
七
條
第
三
項
に
規
定
し
た
。
元
老
院
提
出
案
で
は
、
第
三
五
四
條
第
三
項
は
、
再
調
査
案
第
三
四
七
條
第
三
項
そ

の
ま
ま
で
あ
る
が
、
前
の
二
黙
は
い
ず
れ
も
「
婚
姻
二
必
要
ナ
ル
許
諾
書
」
（
瓢
三
條
）
、
　
「
縁
組
二
必
要
ナ
ル
許
諾
書
」
（
幡
鍬
泓
）
と
包
括
的
文
言
に
改
め
ら
れ
て

い
た
。

　
前
掲
人
事
編
俗
解
・
三
五
二
頁
。

　
前
揚
修
正
案
理
由
書
・
一
八
頁
。

　
推
定
家
督
相
績
人
に
つ
い
て
は
、
第
ニ
ニ
○
條
一
項
に
ょ
P
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
を
述
べ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
．
玉
城
・
前
掲
家
族
史
・
前
掲
全
集
二
〇
八
頁
、
前
掲
家
族
制
度
論
・
一
〇
五
頁
。

　
　
　
星
野
「
『
奮
民
法
典
と
松
岡
康
毅
の
身
分
法
論
』
に
關
す
る
一
、
二
の
補
正
」
松
山
商
大
論
集
第
三
巻
三
、
四
合
併
號
一
三
三
頁
ー
一
三
四
頁
。

　
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
念
號
三
二
八
頁
ー
三
三
三
頁
。
な
お
、
我
妻
教
授
も
「
養
子
を
迎
え
た
者
に
つ
い
て
は
制
裁
を
定
め
な
い
」
と
簡
単
に
い
い
切

っ
て
お
ら
れ
る
（
前
揚
書
・
一
九
三
頁
）
。

　
中
村
・
前
掲
論
丈
・
本
誌
第
二
六
巻
二
號
門
四
頁
i
一
五
頁
。

　
「
民
法
人
事
編
一
一
封
ス
ル
各
意
見
」
（
「
民
法
二
關
ス
ル
諸
意
見
書
綴
込
」
學
振
版
・
一
〇
五
枚
表
）
。

　
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
念
號
三
三
三
頁
。

　
立
法
技
術
か
ら
は
、
検
事
だ
け
に
限
定
し
た
方
が
、
主
旨
が
は
つ
き
り
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
「
當
事
者
及
現
實
ノ
利
盆
ヲ
有
ス
ル
者
」
を
残
す
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ば
、
戸
主
や
尊
驕
親
と
い
う
丈
言
も
入
れ
る
方
が
、
他
の
條
文
と
よ
り
よ
く
調
和
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
註
（
壇
）
に
同
じ
。

　
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
娼
記
念
號
三
三
一
頁
ー
三
三
二
頁
。
な
お
註
（
3
3
）
に
引
用
し
た
星
野
設
参
照
。

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹

七
一

（
六
〇
一
）



（
5
9
）

（
6
0
）

（
6
1
）

（
6
2
）

（
6
3
）

（
64
）

（
6
5
）

（
6
6
）

（
6
7
）

（
68
）

（
6
9
）

（
7
0
）

（
71
）

朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹

七
二

（
六
〇
二
）

　
註
（
5
1
）
に
同
じ
。

　
推
定
家
督
相
績
人
は
他
家
の
養
子
に
な
れ
ず
（
｝
齢
）
、
男
の
場
合
に
戸
主
無
許
諾
の
婚
姻
を
し
て
も
一
家
を
新
立
せ
ず
（
ぴ
憾
）
、
他
家
相
績
も
禁
止
さ
れ
て
い

る
（
謝
縫
諏
翻
編
）
等
の
こ
と
か
ら
、
間
接
に
「
去
家
禁
止
」
の
趣
旨
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
た
め
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
も
去
家
は
出
來
な
い
と
類
推

し
て
考
え
る
立
揚
も
成
り
た
っ
。
例
え
ぼ
第
二
五
六
條
の
引
取
入
籍
の
封
象
に
な
る
「
卑
驕
親
」
に
は
他
家
の
推
定
家
督
相
績
人
は
含
ま
れ
ず
と
「
民
法
正
義
」

は
解
鐸
し
て
い
る
（
人
事
編
・
巻
二
・
第
十
三
章
六
一
頁
）
。
こ
の
考
え
方
に
從
え
ば
、
本
丈
㈹
の
揚
合
、
た
と
え
戸
主
が
許
諾
書
を
あ
た
え
た
と
し
て
も
、
見

分
取
扱
吏
の
「
差
止
」
を
受
け
る
揚
合
に
該
當
し
、
検
事
に
よ
つ
て
無
敷
訴
椹
が
行
使
さ
れ
う
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
奮
民
法
第
二
四
六
條

の
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
は
、
推
定
家
督
相
績
人
の
去
家
を
招
來
す
る
場
合
は
一
切
含
ま
ず
と
解
繹
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
有
敷
説
の
根
振
は
第
七
五
四
條
二
項
の
類
推
で
あ
る
。
穗
積
重
遠
「
親
族
法
」
一
二
六
頁
以
下
滲
照
。

　
我
妻
・
前
掲
書
一
九
三
頁
。

　
註
（
覗
）
に
同
じ
。

“
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
掲
記
△
．
心
號
三
三
七
頁
。
玉
城
・
前
鍋
象
族
制
度
論
一
〇
四
頁
。

　
中
村
・
前
掲
論
文
・
本
誌
第
二
五
巻
十
號
九
頁
。

　
明
治
民
法
の
戸
主
の
離
籍
椹
は
、
戸
主
の
任
意
に
よ
る
が
、
奮
民
法
の
揚
合
は
、
自
動
的
な
「
一
家
新
立
」
で
あ
り
、
戸
主
に
宥
恕
の
蝕
地
を
あ
た
え
な
い
。

そ
の
鮎
で
は
離
籍
よ
り
も
、
つ
よ
い
制
裁
で
あ
つ
た
と
も
い
え
る
。
法
典
調
査
倉
で
、
磯
部
四
郎
委
員
が
「
當
然
｛
家
ヲ
新
立
ス
ル
或
ハ
分
家
ヲ
シ
タ
者
ト
看

倣
ス
ト
カ
云
フ
」
當
然
離
籍
論
を
蓮
べ
た
の
に
封
し
て
、
富
井
博
士
は
「
當
然
離
籍
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ス
ル
ノ
ハ
ド
ウ
モ
有
害
無
盆
ト
思
フ
少
ナ
ク
モ
必
要
カ
ナ

イ
ト
思
フ
戸
主
二
異
存
ガ
ナ
イ
カ
知
ラ
ヌ
一
旦
ハ
反
封
ヲ
シ
タ
反
封
シ
タ
ケ
レ
ト
モ
婚
姻
ヲ
シ
タ
以
上
ハ
家
二
置
テ
モ
宜
イ
ト
云
7
考
ヘ
カ
ア
ル
ノ
ニ
法
律
力

無
理
二
出
テ
往
ケ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ス
ル
必
要
ハ
ナ
カ
ラ
フ
ト
思
フ
」
　
「
戸
主
ノ
承
諾
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
ソ
レ
程
強
イ
モ
ノ
ニ
セ
ヌ
デ
モ
宜
イ
ト
思
フ
詰
リ
義
務
サ

ヘ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ヤ
レ
ハ
宜
イ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
直
様
離
籍
ノ
手
績
ヲ
シ
テ
モ
差
支
ナ
イ
ト
思
フ
」
と
答
え
て
い
る
（
前
掲
速
記
録
・
學
振
版
・
第
四
三

巻
一
七
五
枚
表
裏
）
。
「
離
籍
」
が
「
一
家
新
立
」
よ
り
も
躬
く
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
繕
封
的
無
敷
」
は
「
公
序
」
に
關
係
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
張
い
意
味
を
も
つ
が
、
　
「
相
封
的
無
敷
」
は
か
な
り
郵
力
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
前
掲
修
正
案
理
由
書
・
一
八
頁
。

　
王
城
・
前
掲
家
族
制
度
論
一
〇
三
頁
ー
一
〇
四
頁
、
星
野
・
前
掲
論
丈
・
前
揚
記
念
號
三
三
七
頁
。

　
中
村
・
前
掲
論
丈
・
本
誌
第
二
五
巻
十
號
目
五
頁
。

　
前
掲
修
正
案
理
由
書
・
一
一
頁
。



（
72
）
　
前
掲
民
法
正
義
・
人
事
編
巻
二
・
第
十
章
四
四
頁
。

（
7
3
×
騒
）
　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
諸
意
見
書
綴
込
」
學
振
版
・
叫
一
四
枚
表
裏
・
一
一
五
枚
表
。

（
7
5
）
　
戸
主
が
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
及
び
刑
事
上
の
禁
治
産
者
の
揚
合
に
も
、
未
成
年
の
揚
合
と
同
じ
く
置
か
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
す
く
な
い
だ
ろ

　
　
う
o

（
76
）
　
元
老
院
提
出
案
に
劃
し
て
、
山
口
縣
知
事
原
保
太
郊
か
ら
も
こ
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
裁
判
所
及
司
法
官
意
見
書
」
（
中
）
學

　
　
振
版
八
一
枚
表
裏
）
。
元
老
院
の
修
正
は
、
そ
れ
か
ら
示
唆
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
7
7
）
　
最
近
、
　
「
家
」
制
度
研
究
會
か
ら
「
研
究
資
料
第
五
集
」
と
し
て
「
第
一
同
帝
國
議
會
戸
籍
法
案
」
（
ガ
リ
版
）
が
で
て
い
る
。
福
島
正
夫
氏
の
御
好
意
で
そ

　
　
れ
を
得
た
の
で
、
本
案
は
同
書
に
捺
つ
た
。
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
「
こ
の
法
案
起
草
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
賓
料
を
俵
く
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
明
治
二

　
　
四
年
貴
族
院
で
は
修
正
可
決
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
で
否
決
さ
れ
た
。

（
78
）
　
民
法
施
行
前
の
分
家
に
つ
い
て
は
、
石
井
良
助
博
士
「
明
治
前
期
の
分
家
法
」
（
法
學
協
會
雑
誌
第
六
二
巻
五
號
）
に
詳
し
い
。

（
7
9
）
　
前
掲
人
事
編
理
由
書
・
下
巻
・
第
七
章
三
枚
表
。

（
8
0
）
　
明
治
民
法
は
、
直
系
卑
囑
、
配
偶
者
、
直
系
奪
届
、
戸
主
の
順
序
で
あ
る
が
（
航
航
畑
灘
）
、
奮
民
法
は
卑
馬
親
、
配
偶
者
、
戸
主
の
順
序
で
あ
る
（
劃
耀
諏
鵬
編
）
。

む

す

び

　
私
が
前
々
章
に
お
い
て
奮
民
法
戸
主
椹
と
成
立
過
程
を
考
察
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
前
章
に
お
い
て
明
治
民
法
と
の
比
較
を
試
み
た
の
は
、
本

稿
の
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
田
薫
博
士
の
所
見
を
検
討
す
べ
き
た
め
で
あ
つ
た
。
博
士
が
奮
民
法
の
戸
主
椹
を
「
構
利
化
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

く
義
務
化
」
と
さ
れ
る
場
合
、
・
て
の
論
線
と
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
の
は
次
の
黙
で
あ
る
。

　
e
第
二
四
四
條
の
戸
主
の
扶
養
義
務
は
「
正
に
薔
時
の
家
長
に
課
せ
ら
れ
た
る
家
族
保
護
の
倫
理
的
責
務
を
義
務
化
し
た
も
の
に
外
な
ら
な

　
　
い
」
。

⇔
第
二
四
蕉
の
二
覆
「
呈
の
霧
の
新
硅
垂
姦
化
と
云
ふ
べ
馨
あ
ゑ
」
（
父
轟
謂
巖
蜂
黙
撤
譲
）
．

　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
橿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
六
〇
三
）



　
　
　
朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
（
六
〇
四
）

　
日
　
第
二
四
六
條
の
家
族
の
婚
姻
養
子
縁
組
に
謝
す
る
戸
主
の
同
意
椹
は
「
恰
も
戸
主
の
婚
姻
縁
組
承
諾
灌
を
認
め
た
も
の
の
如
く
解
せ
ら
る

　
　
る
が
」
第
二
五
〇
條
で
推
定
家
督
相
績
人
以
外
の
男
が
戸
主
無
許
諾
で
婚
姻
す
れ
ば
一
家
を
新
立
す
る
か
ら
「
此
婚
姻
承
諾
も
こ
れ
を
権
利

　
　
と
樗
す
べ
き
も
の
な
り
や
否
や
疑
問
で
あ
る
」
。

　
㈲
　
第
二
四
七
條
第
二
項
の
復
籍
拒
絶
椹
は
「
人
情
に
於
て
當
然
の
事
柄
で
あ
つ
て
こ
れ
を
以
て
婚
姻
縁
組
承
諾
椹
の
数
果
で
あ
る
と
断
ず
る

　
　
こ
と
も
亦
當
を
得
な
い
」
。

　
㊨
　
人
事
編
第
十
二
章
の
こ
れ
以
外
の
規
定
も
「
何
れ
も
戸
主
家
族
の
権
利
義
務
に
關
係
な
き
も
の
の
み
で
あ
る
」
。

　
こ
れ
ら
を
根
櫨
と
し
て
博
士
は
、
奮
民
法
が
「
家
長
封
家
族
の
倫
理
的
恩
義
關
係
を
近
代
的
法
文
化
し
た
我
國
最
初
の
立
法
」
で
あ
る
と
断
定

し
、
こ
れ
に
反
し
「
更
に
こ
れ
を
樺
利
化
し
た
も
の
」
が
明
治
民
法
の
戸
主
樺
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
「
わ
が
國
の
戸
主
椹
は
明
治
民
法
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
初
め
て
完
成
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
明
治
民
法
の
戸
主
椹
も
、
弼
い
性
質
の
も
の
と
は
、
博
士
も
考
え
て
お
ら
れ
な

い
。
何
と
な
れ
ば
「
民
法
ハ
家
族
居
住
ノ
指
定
、
婚
姻
ノ
承
諾
、
離
婚
ノ
言
渡
等
三
四
ノ
輕
微
ナ
ル
槽
利
ヲ
掲
ゲ
テ
コ
レ
ヲ
戸
主
椹
ト
名
ッ
ケ
云

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

々
」
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
民
法
戸
主
椹
の
彊
弱
の
問
題
は
別
と
し
て
、
そ
れ
が
「
椹
利
化
」
で
あ
り
、
奮
民
法
の
戸
主
樺
は
「
義
務

化
」
と
さ
れ
る
博
士
の
結
論
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
で
私
が
詳
論
し
た
よ
う
に
、
爾
法
典
の
戸
主
椹
は
大
同
小
異
で
あ
り
、
そ
の
本
質
が
根

本
的
に
相
違
す
る
と
は
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
明
治
民
法
の
戸
主
椹
を
「
椹
利
化
」
と
し
て
み
と
め
る
な
ら
ば
、
藩
民
法
の
場

合
も
ま
た
同
様
と
思
わ
れ
る
。
博
士
が
「
義
務
化
」
の
根
擦
と
さ
れ
る
黙
は
、
す
べ
て
明
治
民
法
の
場
合
に
も
ほ
と
ん
ど
實
質
的
に
は
同
一
の
規

定
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
義
務
化
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
明
治
民
法
の
戸
主
椹
も
ま
た
「
義
務
化
」
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
博
士
の
所
論
は
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
（
6
）

ず
し
も
詳
し
い
論
究
で
は
な
い
が
、
た
だ
に
渉
律
學
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
史
家
の
間
に
も
影
響
を
あ
た
え
つ
つ
あ
る
有
力
な
學
論
で
あ
り
、
私

も
そ
れ
を
尊
重
す
る
に
吝
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
賛
成
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
も
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
戸
主
椹
は
」

「
封
建
制
の
残
津
で
は
な
く
全
く
明
治
後
牛
期
の
所
産
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
起
源
は
明
治
民
法
で
は
な
く
、
奮
民
法
の
裡
に
胚
胎
し



た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
、
）
。
な
お
、
博
士
の
明
治
前
期
の
法
制
に
お
け
る
戸
主
権
否
認
論
に
つ
い
て
も
、
私
は
い
さ
さ
か
疑
問
を
も
つ
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
が
、
そ
れ
は
將
來
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
は
奮
民
法
戸
主
樺
の
性
格
に
つ
い
て
、
未
熟
な
る
私
見
を
述
べ
た
だ
け
で
終
り
た
い
と
思
う
。

　
（
工
）
（
2
）
　
中
田
・
前
掲
論
丈
・
法
律
新
報
第
七
三
三
號
七
頁
。

　
（
3
）
　
中
田
・
前
掲
徳
川
時
代
の
丈
學
に
見
え
た
る
私
法
・
一
二
二
頁
。

　
（
4
）
　
明
治
民
法
の
戸
主
椹
が
弱
い
こ
と
は
、
多
く
の
民
法
學
者
に
よ
つ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
我
妻
・
前
掲
書
・
一
九
五
頁
。
山
中
康
雄
「
市
民
託
會
と
親
族

　
　
　
身
分
法
」
一
八
九
頁
、
中
川
善
之
助
「
民
法
に
於
け
る
家
」
法
律
時
報
第
一
三
巻
二
號
二
一
頁
等
参
照
）
。

　
（
5
）
　
例
え
ば
宮
崎
孝
治
郎
教
授
は
、
こ
の
説
を
全
面
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
民
法
學
の
封
象
・
二
〇
九
頁
ー
一
＝
O
頁
）
。

　
（
6
）
　
例
え
ぼ
尿
永
三
郎
「
近
代
∬
日
本
史
講
座
第
九
講
」
目
本
歴
史
第
二
九
號
六
二
頁
。

　
（
7
）
　
本
稿
の
大
要
は
、
本
年
五
月
、
慶
慮
義
塾
で
行
わ
れ
た
法
制
史
學
會
に
お
い
て
爽
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
學
會
記
事
を
書
か
れ
た
日
本
大
學
の
布
施
彌

　
　
　
卒
治
講
師
は
、
私
の
研
究
獲
表
に
も
論
及
さ
れ
、
明
治
初
年
法
と
の
關
蓮
の
読
明
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
日
本
法
學
第
二
〇
巷
一
號
九
四
頁
）
。

　
　
　
そ
の
鮎
は
、
本
稿
の
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
私
も
充
分
承
知
し
て
お
η
、
將
來
、
本
誌
に
「
明
治
初
年
法
に
お
け
る
戸
主
権
」
を
登
表
し
た
い
と

　
　
　
思
つ
て
い
る
。
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

（
完
）

朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
椹

七
五

（
六
〇
五
）


